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)亨

この要rl!ま. t可燃であらわして 1900年代のwけをむつI此終の111)fとなる。こ

の安E与を縦集していた11寺J11J，*7ジ7!ま大きな激動をぷしはしめた。 1997年 7

J J はじめに，持泌がイギリスf.Jiから111同へと返還されたことで，東7ジアのIJ4際

政治体制はその本米の獲をIn11反させて.11世史的にみて If.統な形で次の I llJ~をむか

える常備をととのえた。しかし， これと1:く時期!をいiじくして， この地域{ま経済

危僚という激動にみまわれることになった。この幸子二抗危機がjtlEするu'uiijまで，

J11j欲はこの地域のはやい終済成長におどろき， i*アジアの(，f跡」といった31た

がIU:lI~tl j に流通していた。ところが，今 f必アジアの時代は終った」とする戸が

念、速にたかまってきている。

附欧が*アジアにあIして， このように阪総から他の縦端へとその見々をかえる

のは，彼等が臼らの歴史 ・文脈で作りあげてきた社会の見)Jをfiij線としてこの地

域をみているからである。例えば経済という一見すると行泌が]にみえる現象に侠!

しでも， JlGI吹はどの地以でもその経済システムは，，;Jじ進化の道筋をたどるものと

しかみていなl、。しかし人きく激動する7ジアをその内側からみるとき，このよ

うな凶作中心史観ではその動きを(r.JIi{f;にとらええないであろう。

経済発l必段階では先進II'~にありながら . 地滅的にはアヅアといわれるJ隠岐に入

るとされている H本がアジアをはる観点と1M;!止やはりアジアを|勾側からf!1l併

するものでなけれはならないであろう。小化のr:日制関心からみても，日本のアジ

ア研究の使命は'lt界的にもffiいといわざるをえなL、。アジア必地是正との知lのネッ

トワークを僚にする乙とによって.口本のアジア研究のnを1勾".させていかねは

はらないであろう。

本東洋文化研究婦の研究スタッワは，対象とする地以 ・時代そして¥11門領妓の

J11でω実に多線である。点アジアからi可アジア ・中央アジアまでの対象とし時代

ら 8代から邸代までとなっており，また文献乍から現地l凋伐といった~.lillこ， その

後近々主Ii.も多織である。わが国全体をμ渡しても， これf'~多織な匂門家を";Jじと

ころに織している餅究機関は他にはなt、



こういう多様性が.吋僻究所の研究活動をì!.i~ポJ してわかりやすく説明すること

を同燥にしていることは ・W~である。しかし，所内において，手~fl/，j人の研究はゆ

るやかに結合している。その結合の愛は. r
'
.，.典li)f;先と.!llil::@f:先とを有機的にl苅述

づけようとする研究)j記長の共作である。それはまさに.多級f'j，のなかに統ーを求

めようとするものであり，その多!ll性をはっきりと必減してアジアを研究してい

くにはJI，'I古に大きなjJとなりうるものである。所内で討ててきたこのネットワー

ク例研究)ji去を.111内外にまでひろげかっその結び付きを深めることで，本研究

所を|骨界のアジア研究の代ぷ的センターとして強化していくことを所全体として

，1111bjしているところである。

1998 {f 4 fl 

所長似洋之介



I 沿革

1.略史

【研究部門】

本研究所は 1941{下 IIJI26n， ~U下文化の総合的研究を II的として..!Uボ

( 1m司)大'y:!こ投j，"，'ílIIAll:された。 fí'学 ・ 文γ: ・ 史'V:邸内，法f ド ・ 政~g;~l~. 経済 ・

I!lj~古flP'J という古~5門1，j(:1~1 で， ~件以凶 i号館内に研究'者. .%II. 'J~務'長をiηいて発足

した。 1949{f.新たに 3部門がT:':殺されたのを機会に研究組総を納分化し，祈

マ;・宗教郎|吋.文"i;・.765部門，野安J史郎門.，た術!と ・考JIPY:昔日P'l.法Ht・政治部

1"1. 経済 ・ 尚~$門の 6 邸内に tlll対成した。 同時に本拠を文f，(Jズ大塚町の外務省

所管の III.!UJï文化学院の ー郎に移し，これまでの附~(;l:W館内研究室を分室とし

て，研究の充実 ・発泌をはかった。

ついで 1951{j:. 人文地即字部門と文化人AAヤ潟w切手加えられた。これを契織

として，従米の必科，.. {:のりlJ.r'j(.本系による部IJlJ~ぬ1伐を，汎アジア経済部門， j.凡アジ

ア人文}臨時'宇部門. 1凡アジア文化人紛ア!;fllW'J.*アジア政治 ・ 法律郎Jl~. *アジ

ア歴史部門..!Uアジアx術史 ・巧占午:制i門，点アジア脅学 ・宗教部門.*7ジア

文乍;部門という地峡lメ分を加見ました 8 古~I門に内編成した。地域部門の充実をはか

る将来計)1担にもとづいて. 1960年には尚アジア政治 ・経留守部門. 1964年!こは*

.:lI:アジア部門. 1968年に(UGアジア朕史 ・文化邸内. 1973年には点1釘アジア経

済 ・社会総門. 1978 '.1:には附7ジ7政治 ・経済;部門がt斡設されて. ょうやく 13

Ilfl門を擁するにいたった。

さらに.アジア地域今{本がJIt!JtのなかでしめるOIi.'!l'1'生が大きくなったことか明

らかになったのに対応させて.A>:研究所がわがflilのアジア研究のIIJ叙的.指導的

役'J~Iを~すために，研究内符の光;li，規模の拡大を含む組織 kの再編成を行うこ

とが必~とな勺た。そこで. 1981 ij;より新しい憐忽!に法づく大部門市!をJiHIし.

これまでの 13問i門を.汎7ジ了部門.!Uアジア部r'!.南アジア部門. [lIjアジア

tlIlr~の 4 部門に統合して rl~1I 1発し，今日にいたっている。

I iH !t. 
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【附JIJ.I~↓!i下学文献センター】

1966年には.栄作学にl史lする文献 ・117紛のJil(!Lと[叫内外の研究riに対する名

手Eのドキュメンテーション ・サービスを11約として. flfH~*;Y~"主文献センターか

附)局総，sl:として設内された。そこでは.r.短絡i除去. 1 1 1 1同現代m~録作成・JC~給，漢

籍調ft.法(軍需品i句会開催，セン$'-，1点 l~J ~Jf J'などが1iわれている。

m物1

iilj ¥'!.以来 23{I'にわた っ て. 4>:ωf究所は附!必問 。 I ~館内研究資や外務省所作のill

物に!b(ltいの状態のままであったが. 1967 "1'に，本製~校内に総合研究資料館と

の合l'iJfi'合か完成し.5除以上をふ;研究所が{史JIlすることにな った

しかしその後.研究組織の鉱光，研究活動の多織化. l'刈 J? ・ 資料の~JJfIなとに

ともない. 1;たi徐な純設の改J守，とくにm，jiの緊急なJf:設等の強い愛引があり，

1983 "1'にいた って総合研究資料館との交換分《により，本研究所が合Iri(1'子会を

令官官使111することになった。これにとも伝って令l必約に改修 ['Jiを行い. 1984 

~'3 月に T:'jiが完成し.4>:研究所の他物総liliftlは6‘577恨みメート Jレで、地ド l

|験よりi也ヒ8隣までとなった。 31締までをl身長宅. 'J~ fJ5'j{. 凶 JJ館. 1術以来i'f.'r:

文献センタ ー. 会議攻守ーとし， 31輔の-flI~と 41焼以I'.!ま?を研究結門の研究室であ

る。なお地ドから 8新まで (2隣を除く)の北r)!j8i~分(約 1 ，800 、F-ゐ. メートル)

は 1 1 ~1併にあてられているo また， 19951fには111束三J文化学i災前の獅 f像が大是正

からよ~i下文化研究所に移設8れた('"下内広報J :-:0，1048. 1996年 1JI 29 n ~)参

照)。

2，研究活動と将来計画

【研究所の特色】

本研究所の研究t;(まれれの ~J.門に従った議題のもとに何人研究を進めている。

同時に.名りi門分野のflII，'r_を避け，アジア必地域の総合的研究を縦江主するという

本研究所本;jその1]的をよ封えするために，01，i(の研究会やそらf>1!研究班を組織化して

学際的研究をfjてできている。また研究陶!~手のfflì~肢を似]るため. 学内外の専門分

賢の研究f守に研究を~J~ し， 協)J;を求めるjji針をとってきた。

見u;{大ヤ:が大学院'Ti.r.'.I，化の1[.1で人;きく余りつつある現{E，本研究漏ら，研究，法

;話のぷtliZや研究組織のl伺で大きな転換を必要としている。本乍の他の部品ならび

に他人;γ:TFでのアジア研究と比絞して.本研究所の研究の特色を述べるならば.

それは文献研究と-!lt地必ず時をイi機的に結合させた， 占拠研究と~代研究との統合，



と2H見できる。

【.kWJriti山i研究】

以しのようは特色ある研究をより深めるためには，研究所としてまとまりのあ

る研究プロジ£クトか必唆ーである。本研究所は， 1988 年度から 3 ヵまt~ ，it 1曲iでな

された文総省の科，\{:研究t'l of(/'\傾Ji!X研究 Pイスラムの1lI5rlj~I:J の尖胞に際して，

数'uの、1"1ま'が参加lしてその研究'oI'LilJj実施のけは、総|期と して機能した実紛をもっ。

その経験をポけて 19931-1'1立から LO1ド，ohliljで，研究所をあげて取り組む二つの研

究プロジェクトを設定した。-つは.r激励するイスラ ーム闘の政治 ・村会情迭

の変災過程の研究」であり.f也の一つは. rllllI<l社会の変動が及l孟すアジア諸|司

への彩符の研究 である。また 1995{ド度から準備作業を開始した第ミの長JljJ~ I 

Illlililf究フロジェクトとして.Di'Iベンガル的Jt!!峻における社会 ・経済 ・文化の交

錯と変動 を.iffiめている。これらの研究ブロジ£クトは.4>:研究所が研究情報セ

ンターとしての役1iIJを引き受:'1.本乍の他lifl}"Jや{也大ヲ ・研究所等の研究有，そ

して海外.なかんずくアジア必凶の研究15'・の協)Jを得てffわれている。このよう

な長期にわたる人・規模な研究のためには，必要な f'JÎ.を健保する ζ ととかJ~irこ .

研究人民の確保が市亀裂である。多微な資金源を動只してアジア諸国の研究ぜ?を抑

制して研究JI・l曲iを*進させているが.fo，J時に. 6JF:先のネットワークを恒常化させ

るために，外i碍人本氏$門の続投を求めている。

【研究体制の将*，ol'l判】

1995 {Iミ8月から 1996{ド2月にかけて海外からの研究訟の参加を得て外出BJ'f-価

作業が行われた。そこでは.より広範な[l~際的研究街並IJを進めるためにも. (1) 

Jt!!減在日門Itnの主s結を深化させるための汎アジア研究部門の役割|の強化. (2)現代

欠けている*'将7ジア研究部f"J・'1'*アジア研究郎門の納設の必2l!ttJ..(3)アジ

ア研究に|提jする情報センターとしての役割の銭化， (4 )，l;' l'砂f究tii主1&の緊急性

などが鉛，守された。乙の鎚.1tこ応じて，研究交流部門をIAI;~il処iì'1として作り，そ

こに現{f.本研究所では欠けている研究を行うために，外l吋人を合めた研究おを助

教綬として初勝することにした。

総じて.内外共にメ;きな転倹期にある現{C本研究所のこれまでの研究長約を

鰭まえ. 21 1f t紀におけるアジア研究の探題を見it!iす.~ぬを深め. そのIljで.研

究 ・w報センヲーとしての研究所の体制を撃えていくことが呪袋となっている。

特に，アジア研究に!泌する多憾なw搬を償界rl'に発信しうるアジア研究f月初セン

ターのるt¥Iを強く偽忽!している。

I 沿.'fj. 3 
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{海外研究拠{(】

以上のようなω1<.ihdrJ 1:-~だり般かならの!こするためには.刻.It!!;t j'H'~の研究を

tll~設することが必変であるが司そのためにふ研究婦はIfrj外研究~.úH下ることを

偽:t!.!Lてきた「そのJu.Mの以みとして. 1995 fl' 10 J)に待治大乍7Yア研究セン

ターと学術交流協定をきI¥'i*，'，L. 1:として[1I同を納とする以10M1 Irlrj研究に閲する共

1， i)研究をスタートさせた。交流I~i.tは . (l)jU，ij研究のスぬ， (2)γ行・研究x.の

WL訪問.(3)資料およひ(li) f 1i: fr'i憾の公換Htとしている。叫に. 1997 11:1良に入

り. シンカホ一ル人.γ4判I~会Eγ，戸乍.

をにらんfだごJ共七lいM口斗l同ω研f1究ピ4ををス夕一私さ.+た。

また. 1:泌j話lll.A:'? ~ィ . セサート大学経済?:向;とら交流協定にj占づいた

Jt~î)1Jf究を進めつつある? ~ r ，l1ニ.北京. デリー. fスタンブール.アン7 ンな

どを次の釘)Jな似hli.lt!!と Lてy;，え.研究拠点，l!，tti'lと研究手 J トワーク形!成のため

に研究f訴は今))を傾けて、、る。

【大学院教1守】

*必大γ:の大γ:院lJi忽!tJ(. .k絶されていく rþで.大γ附i~lの研究J丙(i研究併説仲ー

として大fY:院教のにかかわることになった。その『CIJ勺初jからnT研究r;の合rli支

を7;/ア研究のmt::な-1'!として{立釘付けてきたふ;研究新!1. アジア地核の比較

主 ・ 関係論を中心とする折fこな人ヤ院研究科ないし :iW-攻の'~ii'1~!馬却してきた。

λY全保の議治の過f'，~で.ζのtn却を実現すべくう1))をつづけていきた t 、。
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【}小f¥:所Iて】

.~ r. 在岨既悶 氏 名 r:c眠

主主JIJ 1]厳 1941.11 :16 43. 3.31 旋 訟111: 197:.1. 4. 1・・73.3.31 

'Î~野制TE 1943. 4. 1・46.10.5 rr i生!J.~ 1973. 4 74. 3.31 

I i[ll 点 三 1946.10. 6 47. 9.30 Vi.fn (j . 1974. 4. 76. 3.31 

辻 u'l阿f!l1 1947.10. 1 54. 3.31 λ;野 t儀&jf 1976. 4. 1 78. 3.31 

f J1m jI1/; 1954. 4. 1 ')8. 7.10 深)1 1978. 4. 1 80. 3.31 

飢Et tfi: 1958. 7.11 60. 7. 9 111tH H止 1980. 1. 1 82. 3.31 

~，'ill. 令附l 1960. 7.10 62. 7. 9 k.野 泌総 1982. 4. 1 84. 3.31 

iL 1. 自主夫 1962. 7.10 64. 7. ') r~ 1二 j長(k 1984. 4. 1-86. 3.31 

野~.J;手法 二 1964. 7.10・65.2.28 山崎 正IJリj 1986. 4. 1 88. 3.31 

小[1 {宇一 1C泌5.3. 1 66. 3.31 員百波 .fli; {i~ 1988. 4. 1 90. 3.31 

111野 重任 I ~泌6. 4. 1 68. 3.31 池け! 話A 1990. 4. 1 -92. 3.31 

小(( lS- 1968. 4. 1 70. 3.31 松fr 敏Mt 1992. 4. 1-94. 3.31 

fR ~.'i一 1970. 4. 1 -70.11.15 後強 lリi 1994. 4.ト 96.3.31 

JlI!f 直{壬 1970.11.1670.12.17 策下 江主ぶ 1996. 4. 1 98. 3.31 
明師向以慌3

鈴木 t放 1970.12.18-72. 3.31 原 i下之介 199B. 4. 1 - ~lイ1:

【名作教授】

11 r '羽f哩'j 氏巴 障り限り

iU: 波犬 1967. 5 鎌捌 f交“t 1988. ;， 

川野 ~:伝 19i2. ;) 山崎 干1)リJ19<)0. :; 

干r 後宏、 1974. :; 叡h! 縫 t 1991. ;) 

鈴木 敬 1981. 5 池間 i品 1992. :; 

噌hi 怯~ 1982. 5 山fH :向i 1992. 5 

k.!l'f 様雄 19B5. 5 旧('11 ./1.長 1993. 5 

4公j十 透 1987. 5 ):f.杉 )p 1993. 5 

Illf録 千t主 1987. 5 総メL 迫Ut 199:;. 5 

l己1: JIt英 1988. 5 松谷 敏t量 1997. 5 

【片f代iJ (務長】

呂 在電期間 民 呂 0・聞間

Ilt.f:j ))ミ I~トH.11.27 42. 9.30 伊議秀 〈印i 1981. 4. 1. '83.3.31 

相H，: ~~i主 1942.10. 1 H. 7. 9 問問I ，選9J 1<)83. 4. 1-86. 3.31 

以内A郎点 1944. 7.10 54. 7.1;' 木内 :災 1986. 4. 1 90. 3.31 

(j，主総之助 1954. 7.16 63.10.31 iIi'軍 兵治 1990 1. 1 92. 6. 1 

日本 健 1963.11. 1目 69.2.28 イiJ11 純日J1992. 6. 1・・95.3.31 

新JI・ E英次 J969. 3. 1 74. 3.31 千捻 !協，よi 1995. 4. 1 97. 3.31 

t首藤 主主 1974. 4. 1 77. 6.30 小林t f.l1リi 1997. 4. 1 .!JUI. 

弘前 防守 1977. 7. 1 81. 3.31 

6 



【iU代受賞(i1

ふ研究F婦の;txHのx化動ホ ・文化;r))1Jr.・学 1:院貨のれ支:"!t(i (j，次の泊りであ

る。

文化勲f，'i i.LI: 放た 1991 ff. 

文化功労rfi 込胞内虫t;(船 1978年

iLl:桜木 1983 fド

111;'" u!郎 t船 19861ド

JlITf If¥ (f: 1993年

"1似 lt主 1993年

午:1:院n {.JIIII 11ft. 1934 f下

• j';Tf 例市 1942干ド

1I1，j，; i主自11Ij則 1952年

1，'村長 f'Jぷと 1956句t

~，Il:it IE人ザ 1963年

線川 1.主!-1t 1976玉ド

hi. 総!-1t 1978年

池111 話4 1983年

鈴木 q主 1985年

III{I中 -TX 1993壬f.

日制織 7 
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1故 =1 

貝 1998年 5111EJ.ijl(O 

j折 lえ ));t i Y:之介

i凡アジア舗門

)';1 i1:之介 *~ j受(707市} 尼崎文附 教綬 (511・:t¥)

j山本 f'l ~ 助教段(7l1'-fO 飯 S革 助教綬 (503・'fO

11'111 1子 数段 (702 ・'~) 小)11 ト谷光 数段 (510本}

111' 11 IリI/~ 段以 (306市)

IWII i，郎 WJ T (413弓o 南アジア部門

+公Jt- I~ ~X j受(703'iそ) IJll納将良 数段 (607前)

l対ゐ: 野U-: Jx 俊 (712中) t6縫Bß~ 助教段 (61日常}

岡本サエt輩、 fJ. j受(305'i:) 柳i'f; .tK 教綬 (603ヰ:)

小u M!董 助教段 (307'七} rtlJ!. bxY: 数段 (608'i:) 

}十坂 F聖徳 lIJJ r. (612寄っ

11.7ジ71S門 (P;"，ー} LH 勝彦 数段 (602吹)

百ヨト iitll.、 教 t受( 411 てそ) 永/MI.1t語 教授 (611字〕

日比l1¥ J~ WJ数段 (403~名}

百O~ !'.911! fJ. j受 (410 ・七} 西7ジア部門

J.I.¥l1I IリJIIlI 助m受 (402・i:) 鈴木 il( 教授 (803・i:)

、ド:I，~隙íUI 助m:受 (407・'i:) w事祭治 教 t受 (811呪)

J，|;;l 将人 助 f; (412市) ;J:Jfll 数段 (807ネ)

後d事 明 数段 (BOBi，) 

東アジア部門<1i!ニ} 鎌LH 繁 数段 (B02 ・.~)

鈴1:¥1 fII.A: 教 j受(う02十1) ゑ本 -).と 助 J (B12 i:) 

li'lll 策i 教授 (:'08引)

鈴木隙!J>1(め ω~ T (512'-'i-() 

m IQ n 9 
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附属東洋学文献センター

-t-:/ 9 1< 

セン?ー Uf

助教俊

助 T

研究慣鴻研究員・

長~.It主述也

熊 谷 泌 1

小f片側人

I '川村i久

IJλ IY之介

|品H正サエ

小u * 
鈴*r，主M

Wcrner. Chri叫oph

非常勤111師・

飯ぬ 渉

FIJt佐知J{. 

小111 F年

Jl I~~ t.井(iJ 

* 
県III ~ .. 

小r_K 他人

小杉 ~ 

小林保火・

子等級 J!(¥子

阪本 勉

篠原 微

il7水平11節

杉野 た-

武内 I;} "J 

谷川l.VI!子

中悶 J5・

林{主Ilt子

情.1:11 *'玄
深見主連絡 f

三沢 {申'[:

水野呂;文

~亦陶

Sadria、主10匂tab:t

• 1996-1998年度



Z医務部 g・第一!Jl

f)i i止 小林刻}~J [文1'，I:m.t島k 降、秋111 紀

総筋 1:.1[: 風rm LE之 f'I'I む 担11川I'iのほ

[~ V~ 1: 1モ 秋山 長己 t封 u 渋谷義市

lilI.liIニE卦

医務掛 l刈 /f~ 4t鈴iえ 0111 見一

JJf. t先掛 i三 仰'if 賢次 f苦 iミ ~'f

[1'4際交流出1:1[; SJ，城間1[，1; ! J 1 f)i t主J1 (JflJ1 

i任務鉛 uで 益F ，011 t持 1111 1 11 

'lJ m 1.f 尚治 :;:. (. 

Jlf青宮島

会計1ll 業務錨 u (s}.( 俊明

会社凶 l占 以外減lJ 'JI t万 f{ 万'('1 iぬF

t ![ :illi 弘 '11 fl5 却iJ，'} ~縦'1:
ij} f五 1.f 九111 1，;'明

:11書飽査室

鑓董樹 t主 u 野久保雑嗣

1l'JftUトu ftii野 i干ー・

m Q ft 11 



総員数 (1998q( 5 1 J 1 I ]lj!(E) 

1!( 1受 22r， J1)J.fx段 7r， 助手 3名

JI!:l51'¥ 20 r， 以下;" 1 r， 

教自信員の異動等 (I'J96ll'81)-1998 W 5}1) 

~~ . 
1997. .1. 31 4x段 h公谷敏tlt 日tlド返事主

1997. 3. 31 微授 丸!乙常;~.{. y;年返事主

1997 4. .f~!受 m(1 写 経:椴 (1吋際.cl!{ち)..:.r:仁級品'J?l止より)

1997. 4. 助手 :Vtl"(~長名占~k学gsJJUt-‘

1997. 4 t5 h!.ff1f': 助教綬(ポアジ7iiiW'J) (こ鋲11J 

1997. 5. 20 ;dx綬怯谷敏雌r，n:教慢の称~}授'上

1997. q 助教段 JレJlII IF. 教授〈内アジア綿ItlJ)に ~III-

1997. 10， !.UI Il I~ JfII' 助教授(以アジアgjIJ"J)に弘iT:

1998. 3. 1 J1){f' IlloI'III'il. (- Ir~Îr.民鉄予防物館助T".に.'4I f: 

1998. 3， :11 ~xl受 ALIJ民泊りJ f';lJ'退戦

1998. 4. 小(1 M 助教俊(附kJ+~li下"ï;文献セン?ー)にt~川

1998. 4. 池-1>:十;11. 助教授(汎アジア郎j1'J)に恥{T:

1998. 4. 厳 il 助教授<J.I.!アジア訓吋)にJZ川

1998. 4. l 助教侵 111 [1
'明彦教授 (IR.アジア謂IP'J)に列'.(I.

1998. 4 l助教俊民滞祭治教綬(可アジア部f"J)にIrf.l王

(・lifl5iO

1997. 4. 1 'Jif海上主 T-必勝ぷ 経済ア・忽事務長!こ配的検

1997. 4. 1 関d?.i1'.UHミ焚林久美子Iíff[J1~記[;'~m:f，'，将H'f.l'I!l1: fu 山 111品UIfU

ωl~へ配前後

1997. ，1. 1 庶務凶 行林.klll犯人令諜情報 ・記録勝}.{T;!こil-(E

19'17. 4. 1 会I~Iω 秋Ig(!n 、I~ 'Lff技術研究祈終.l'1!M!，;J，ll凶に配白検

1997. 4. 1 出"f: ì~H併11>4牧場'M万長小林刻I !.I} :J~fjH~に紀前検

19'17. .1. 1 附IvH幼':tlnft'i WnPI!~fll.'! Ic.!録制鈍H1f!~ f'i IJI W.・ l文1111め :ω
1~1ニ配iW負

1997. .1. 1 t~学i~il'11'立紛丸rll(，[OJJ 会，ij-俄iこ配j.'il倹

1997. 4. 1 *~~í(付"'， f l(!:傍悦に新規採川

1997. 4. 1 総務船長 。~~m. ・ ;Î~命掛長に配;i"l換

12 



1997. 4. 1 閃円安1・i跨 jj'f'1泌f 附属夜行下文献センタ-jW5Utに配ri換

1997. 4. 1 1"4:I:m.ttt 新レ;蝋'1 附'I~*ir'{:文献センター業務UHこ配位換

1997. 4. 1 業t青山担111H t'i合校|文|川m.mに配i((換

1997. 4. 1 ~fhUト 渋谷縫治 l'j(lmr~ .Uトに配民自民

1998. 3. 31 治跡別代主千代i!!:!J.{IF.OFill政

ゆ98. 3. 31 刷1'iutUI:悶 i敏í.î.:~FillQ

1998. 3. 31 業務鋤 11捕夫欠「 定年ill戦

1998. 4. 1 会.~I紛紛1j. F.fT: h;t ;:;¥. r I~~'ï::ffi~給与掛 1:刊に配別検

1998. 4. 1 以'ア':l~i)附r~病院分院 "II!!: m UT: --.ilH弘 ミ 会，ll悦 1:(でに自己iit

検

1998. 5. 1 野久Ci:!Ilt嗣遺跡調(t宝に罰規u:m

田蛾 II 13 



W 財政

1. 校貨

[:出;1Iぺ1994 165.664 

i)m有:ij<T門)年度 決-p:微(千[1]) 11 年度

一 17… 1995 185，313 1997 

2，科学研究費補助金

1996 {j:m: 
3・

l吋殿、y:術研究

(学術調fi)

国際'y:術研究

I (共Iti]1冴究)

特別研究ilf足励'J!l

研究成果公開促進n
合，[~ 

6.680 

60，180 

4 11特別研究n焚励'J!l

2 11研究成果公開促進fi

16 11 合計 l 

研究何日 数 件数

L18縫研究 (A)(1) 1 2.700 

1基線研究 (B)(2) 1 1，200 

L一一

3. その他の経費

以上のほか， fvn E 学術研究 ・3団代」の項で後述するように，以下のI刷.J1

I¥' 財政 15
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より研究助成てすを受Ij入れた。

順位f~iflJ Jf.!f 1:民間物的林jd翁文教1基金会

トヨタ1U1.1j

、v脅'!fJ~~IUI・H

l1l!μIUI列



V 施設

1. 建物

1941 !ド 11n 史ふ稿d><l人#附偏向i'J釘l内に野iE

ゆ48干f:9 J J 文永iベ大~lIIf 56 111 tJ!.)j文化?:波注物に移転3 附属凶l'~館内に

1965句:10 JJ 

1968 il: 7 JJ 

1983 iド 311

19例年 3J J 

分'.fr~をおく 倣.lt!!rilim5.081.22 m ノドftl'!i.t物I!IIf.'l 3，012.5 m 

(内 1.500m' ~'11は外務行研修Ifrが使用)

本郷十品内新庁f寺第 1JUI 1. '1> ，(;1点によりー日~I移転

全Ifli移転完f

総合研究資料館と交倹分のし1:館を使JIIoillt均Ifli杭6.577m' 

令1111改修T:事完成

.-1>;研究所のill物1'1.1965 {ドに刊lin~ぷ Ü. その後. WI~高 ・ 改修~経た。与Uf.

~jTJit とU; I冶化の つの問題点があるむのの， 1984年の全1111改修 1:'JHこより雨

漏りや内外情l!riの劣化とヒピ2~ltl {主 -EL解消されている。

ただ. i主総itについては，問題は解消むれていt.;t、。 IltWtY'Jf~水市司のIß穏をF訴

訟する関係で.iI!物の令スペースの 3川以 1:を訂版や関及・'-ttとして，収集 ・公開

の充実を什 3 ているものの.fß.筋をf育むIJ rJ対抗文献の丹t~ttがJj('/!JlIや.アラビ7J，百

などの)1;淡'[:文献のfs'i料品約収!.I.とにより.すでに限界を必えつつある。また.附泌

~I'(;'{:文鰍セ J ターを改総 ・ 鉱ブヒして -r グァ研究情報センターとし.従来から

irってきたfJi線百円の収集 ・公開をより・府進展させようとのst-向!こl犯しでも. 

. ~Uf.のスベースでは，完全にイミ~する~ôlとはっており. t主本自(.Jf，;m~がt.I!まれ

るo

2. コンビュータ ・ネットワークの進展状況

ぶ研究婦で(;!. 19961ド4;1 に~üfq ヰ y トワーク委只会を段m し !-I[)(研ネヌ

V 地紋I17 
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ト円一ク ・ システムを!，~?ù し f ゅー~ '!こ，~ lB:'.1 ーヲスチ -:/oン. ウイン

ドウズ ・マゾン. 7 Iキント i ・7:/ン終一台を使IIJし.研究所のは11総ての

パーゾナル ・コノピ ...-'1ーをタ予イアントとしてj主続してい? 1'J')6 1ドi}j

よりホームベ-;Jを牛絡がjにi!I JII しはじめ，教・f~・の研究WW. I百1'，. fifヰ11';報.

'J f f;若↑fj絡を -[11して倣うよう {ζなっている

研究↑1'1綴としては. 1C(!.: P以後1:I 1>:形成データベースJシリースと rlU作文化

研究ffrØ'r減税f~'I'I'~ ，':ヂ-$'ベースJ.了近現代1小}ド'1同同峨l閃刻u係:官維t.倫よ.
がホ一ムベ-ジ 1:二で公l川;H川1日Jttれ.その他『小[持に関する文化人.1Jr'?(j( J h)f'~勺ための

文献解:urr拘アグア文献倹詰iiデーデベース1. n広3if3iiB6.文行j ・¥Collection 

of ¥Iaotra， 10 thc PuraJ.la，・¥九孔 Li"of V阻(a;， aod L! (a.唱、加.主主力公IJlI準備

，1 Iである。

なお， lUi字文化研究祈ホームベージ 1:かるLI!界行地のアヅ-1'Ii]f~.:n ~喚問やアジ

アI~lf系の新聞サイトヘアヲセスできるようになっており，その允').:1広 !ll'::j <評価

δれている。 'M;IHMIlとしては.数日系と・l，fJ5行系とが・{本と心り.行事iji'Jff.lHo'i 

憾のオンライン化が'~JJlされている

み:研究所li. アジア|山系のlûF'~ .資料tN報の以J.kと{i，4.'l.分析と刷IJ:.および

研究的報のネットワーク・Ji燃はそJ小心をなすものである。

lU;之研ホームベージのじ則~ !;! http: J ¥¥'・柏市.ioc. u・ωk、o.ac.jpである。



1. I刈 It 
I I 

VII苅ti?・資料

本研究所!;t. -r )7lr地域に閲する閃出資料を約)4)jlHl. ~誌を約5.480 積

所厳しているーとくに波fl!ま今けでは収集不可能なnmなむのが多<.日本では

{j欽のコレクシ回ンである。その他に.111174h.4則鮮ill.7ラピァJfT， トルコ抗

ベルシャd. インドネシア泌，サンスクリット iftなとの附 II ~ ・ 雑誌む鋭必収集に

~めている

ぶ研究所の1・~l'l ・ 唯益、数は 199B{I' 3 )) 31 II-!JlA.次のとおりである。

和 ・ 中 ・ 靭j文凶 ~J 417.153附

欧文阿川

干11米紙13L

'[1文弱t::I:.

籾l文句t~ぶ

[伏文雄u:

122.550附計539.7031111 

1.673稀

2.356事n
3131iJi 

1.135磁針5.477~n 

この{也.マイクロフィルム約 5.2∞~.マイタロフィ ν シ.:1約 11 1.000 伎を月両

政する

主要所蔵図書

[大木文庫]本研究所自1)設時に.大本*1"氏より '111司法制|刻係lli総数 3司16B書[$，

45.452 Hnのーlff附'e;;;:::tた。公繍紛の主主 I'il~\'i ，j，:文Idiのれ史をなし r.Li I!関係のfI

1ftぢをはじめ.明治以後の時期の研究にltィ、μJ欠の必:!IJfi!4である。 1959~ドに

ùυ京大京以f:えfL~lf J.:f両大ふ文1 分t11 fUJが句者Eされ. flJi f~ れた。

[帝国学士院東歪路民族関査室旧蔵書119H11:焔;.[寸下 l:院!-li'lIi['Ii!¥ht .J.1 伐をの解

散にとらない， そのtk J?の平1 1波m ，' ~ ・ 対t.t~: ・ 資料7; 2.0001111が移行・された。この

なかには114欧にねける'(;;ア必民1広研究の 1.'8:な文献がu:められている。

[東方文化学院18図書]1929年に，点ゾj文化にl刻グる研究機関として外務省所

咋乃決)jえ化学院!I!α研究所が例段されたが. ゆ48年に;先Lされた。その!日厳;'l

、1t;(J /.1・資料 119 
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fni1'ii宇あわせて 103.587IIUが. l%i 11~3 JJ にみ;研究婦に修行δれたー筏l5の'"抜

!. 1929年i二I'同点lUiの徐則仰氏より・鉱脈人し た災ぬ厳m毒殺itJである。

[総本忠雄氏!日湾審)1949 II'L'l: H?研究t'1により総本~J.~1tt.氏111必の fni1!ihlI. ~量

ヰなと約 3‘0001111をと納入した。とくに近代中同研究資料として，n~2なものがあるω

[長津規矩也氏18蔵書J1951・53""， 11:1史料，，(:研究t~により . H i1'， ~l知'也氏 111磁の

がJ3，000 1111を間人し た。その1)-]・'ff(まiリli，'/fI!j代の鍛1111小説'UIでめる< '9611j'IJ1， 

本研究所ull，'， 2011にあたり. I"lr¥:から約 150HUの制i允をねるととらに.笠航堂

:xw分恕I1録，を刊行した。

[清野謙次氏!日雇童書J19')2・53μ，j1f'l!tHヤ研究t'1により.r内野J高次氏IIlilll宇，Ifi50 

mzEN八しだ 人~~ t. >) î学関係のちのそ製幸?とするε1978 年 311 に r~Ü;t

人下~ii下文化lJfté'折illj'f，ζ..J(分iJi lll品』告刊行し t;~

[矢吹慶貴章氏旧量産司fJ1952!f'1江川γ研究l'lにより， 欠吹l建制'1¥:川U.iF.Ir約360nu 
を即時人したQ !Ji:仏~J)マニ教のx:MJ:~rjl心とし.仏教.irt跡の1t.品li fi!作;lf も fTまれ

ている。

[下中文庫] ド111効¥:郎氏より. 1933 {Io I Jlから 1957W6 JJ までの，戦後:11版

の'I'[叫l:=4，5∞ 1111. 'IJI'~何t~L， IOH[およひ1没後111 版の!-U i下関係IY. '，': 130聞の海自殺

を受けた。とくに41314a'ilム、明5入手できた汗の t~むらのをほとんど網経して

いる

[東京銀行調査部旧量産資科J19')9・60iJ，)iドl!tにわたり. 東，;t銀行政~(t郎併合伎の経

済関係J?を 1:とするfll決，1:.• fHHií約 18.0∞間の~r.?を受けた。

[仁井図隆氏旧蔵書J1>:研究啄名作教俊nl・m限氏の必iょ(196611'6)1)1お所

以のljJl 吋，'~5，000 HII. ;r' ，I~ 1201111.卯.1:2.200 1111.前代公花、;え111119007KElt-30

J，~の碑文のHiゐ;を受け入üt. 大木x:Wとともに1111111klのn公Mf究に吊波なもの

である

[我妻栄氏旧蔵資料J.JJUi栄1¥:の逝よ (1973'rf.10 JJ)後. ，川正主のfll作，lt'y:文献

および終硲fil'lか*1;、大ワ・1凶作附された際.ふ研究婦はとくにγ'l7 i't (!jlJl兇係文

~mm毛主主 64 7[蕗 932 HIIの11t仰を受けた。 19821ド3JJに riJ( U栄先JLlIJ銭アシ

ア11、私関係文献資lrllUJを刊行した。

[倉石武四郎氏旧量産書J1975lil!r:ニキ:学れi寺教授U{Jl氏!叫郎氏の投15を!とする

段々を~文総することとなり. 1981 IJ・広までにその if\・~な ;jjS分. t:見 lß~;'J 4 ‘300l~な

とを購入した。

[江よ託宣夫氏1日蔵書] 1981・82・創作11:度にわたり，み;研究所仏外教授ir.h皮夫氏

の政J?のうち.HP!i:dy--以駄J・7・.弓Ji'V:をrjl心としたifil:の・ml約 2.550lλを隣

人した。



The Oaiber Collection 1] 1 '186 ・ 8~ ，jll:l!rにわたり. ¥I.! i下学文献センデーと

ι! J _ • ノス ・ダイ ー!U:丸ft_ !~JI367 /.¥の・与ふを"他人.たョイスうーム

の・;:RI.処121 HAll:に!地司ナる吊t'~ ‘ fW ある 1988 "r，ニ Calalogut01 Iht Ara-

bJC AJanrucr，砂1$in 1M Daihtr Colltrl;olJ. ItlJllIult 01 Oritnlal Cullurt.ι川 L'tT.Uり01"'0-

勺川 by'"α叫 ρ'oibtrを刊iiした

[文減閣本間庫会審影印本]I '18s "1-)(1.に文部:11持I.-t:内!伝令:ヰ影印本('，f.';1つ占)全

1，')01 IIIJ を総人した lJ'dU.J.ni jの qlj _l~の 8V1!文献を術総した以む J，l，本的 t.; Ji~\'iで.

lj'I'4ω「だ lィ、"J欠のTi'lt刊を'一ーぃF

Iオランダ箔民地省公文書集号lおよびジャワ官級] 1989 "1:1支Iこ. マイタロフィ〆

fヒされ'こfi叫 ^を~人 +-ι. ;..すう:.-11f.l、7公文.'}館所正義のIm.'iL(地

iお，:< \I~ (1980 (ド-19211F)の'/i;引:f;紋fits分そ翻粧し iゑr.iまインド主シアの

オランダML(地政I{.fが 1928"li-19:i9 q，に公めしたY!却のlI..;IJ，民である。

[乾隆版大通産経] 1990 l}'.1t!:に令724陶(f，N1'l10011)， λ;F11:桜中微IIU 祢I(5 

1111 )を目白人した。LjJllq1rl後の木版人i~.長で， 165711ßの仏教供給か~Uð Atてい

るー波文の大止ま続で幸子Jtl，(ふか似{{'J.れているものは. ，~'，~J1i!民主とこの舵11年 1阪のみで.

きわめてi'ii[lな資料である

[Ou!>e1ey Collection] イギリスの外".:c:r，で!u洋学名の G.Ou叫 It¥郷 (1770

1844ω 政):の 官 17 II!~から I 'I II!~にかけてのヨ -0 ，パ人のインド.

':Ij['たへの旅行記とベルシャ文午作品を1.と Lt:ニ 601..¥. 令 106fiijかるらはる。

0..、clc¥ï身の浮き止さみが髄ifrにはらt~る点、むと\資料(t-J釘 fli(が~'r，t、。

[南アジア伝導教団資料集成]I村7ジγ終地でfiA1-7Ii動を行ったキ・)^ト救I.tjの，

181昨年じよから 2011t*eまでのWtu. ，~町会滋のぷ'H紋. 11:1:11え;Jf，WP111Itt;会合ん

t; --:tイヲロ 7ィ y シュ資事|である

[lndoncsian Monographs. 1945- 1973] 寸ランダの E，'r. ・ け ~Ii • l1!! }'I! ・ 1~ 'l~， 

7・研究叫が必!lした，独，'r.fをイン 事 r )社会件学i苅係III版物 3.258.'.'.¥ ~・ 7 イ

クロフィ，シュ!こまとめたもの&内7fはきわめて多彩て.インド本シ γJJlf\':~との

bだこイ、"1欠のfiH!んである。

[放今混銭ニ氏18車~. ・ 資料]広(.j 人乍r.:Hx綬今総誠 '.l'¥.の逝ム (1992"1; 10 

JI)後.婦磁のi11f1¥300 l.'.. I I'L~ .'i 2.0001111. 文JifiHSOO，t!.i.を鵬八しに， ~丘J.ll

(\:lI II14の ~I 会~fiH， I(t(，品史資料はど~くの)1;(資料をfTむ‘(1 CJ94 !f' I.Q .般 I~;tL¥;i 

tv 
[The Oaiber Collection )(] .-t:liJf冗';rl!fr iizの OaiberCollcclioll 1 ，会 filï;~ 4 

る. 18 llt妃を中心とする 11111*~から 201 1 [紀初日良にいたるアラビ f.äの・';~ 120 

八の集成で.JIliアジア研究 ・ イス今ム研究にイ~I1J欠の・次fiHである。 1996W

¥1 [411・rm 21 



" 白 色

に Calalogu~ oJ Ih~ IITab，c Manu.mtls In I~ DOIlKT Collullon 11. 1n5l1tult oJ合間-

101 CU{IUTt，仇 H聞の oJroい• b" lIasns Dai，加をfiJfiv tニ。、LJ悦<.'，支l母¥f_."'I:佼・

H~J'Ji長t'l，

[東アジア宗族社会史関係資料] lk アジア全妓にわたる;，~紋 fl ~史の!t的研究に

市役心資料!l。旬j針~~"flI jJ!ll長 4<)4 ftl]. 1] '[Jij帯雨~;HìHI 会史資料. I~il千Jjt;I玲・，'，11人

|刻係資料2.2631111からはる。紘治， H会， qI人史のJ，I;>j.:?H1としてi'i爪な資料で

ある (1995'rド!史般投tiI，'('l) 

[中国西北文献策・]~央内 ， ItrH， *rl， f'ii毎.続鋭などの"1[対1'4JtJ血)jtこI刻す

る.ド~，地1'1'，民俗.文マそのほかのお分野のjよみ:)(_献i:網躍した鉱山。

1995年度ー絞tif，'''段、

[オスマン諮 ・トルコ経年総定期刊行物コレクション] ルコにおいてオスマン

治および現代卜，ν..1":~ ¥.. IIJiJ dれた'r1:F..M.定期間fri旬。 19Ilt~ tlJlI!i才スマン

命同時代の[，r~'rドJtや . I'~~f ジ 7~キl1!!)jおよびバルカンに1刻する公的なw鐙など，

政治，社会，経怖から文化iこいたる広汎な分野を制縦し.近似代の，14アジア研究

tiにとって却炉lの少ないl'tiEな資料I:r.である。 (1996'rj:J広・般，¥¥tW，'lV

(e9アジア関連写本集成] 、ンがナ ・コレク・ノョン， ロJ ドン太乍*71'アフリカ

研究吸およびユタヤ[1 \~人r:1(r磁のアラヒ伺ア泌を中心としたマイクロフィッシュ

による写本!ll~x> コ山ラン乍から.tIfF.;文字. 自然科~'l. I!ょ史py--宗教諸苧を

合むイスラ ーム告と1]'心とした附γジアの足.1.:t!!・文化 ・!公立!の研究にイ"ぜ欠のn!1
である (1996 ~E'支-般::tfidV

[中圏第一歴史錨案館所蔵;育代指案資料]1997 fl:l.!tlこtlJ己什定資料のマイクロフィ

ルムを隣人した。内公ti '，'( I] 'b!l，批~捌財政支自~ r・"q幾処U，'，i'J~t抑制時点利，:I~1.1< 

n然災')f資料Jr，付l持J);~~ IIII

統待JI" Jf可案~ J~JiHIIJfì谷本

'::(1] I~UIlt川・J r戸:~iト俊文，'1lIH~~~;長 1111 J r J)I{作{，，'Jr'lfi 

<J.! ì~1立Lì.主主J附姓氏1111 ， • 1M tJlftl制十五~Il.!nJであ

る。これらは総欽 E千 MI におよぶ'1'[判官~.-庁長史料実ti(1炉.~のiJ'i申I}J公JZAのー織

をri主すむのであり.um'I'[珂の政治 ・制攻 ・経済 ・社会の分析において減めてili.

変な第ー次E主将である。 (1997:n支鍛設備校)

以上のれコレヲシ aンのほか. 1958"nえから 3か年にわたって.えi'l1ln科学

研究1'1による総合併先 ~7 ジ "fJ也JI:Xのn会 ・絞済桃js'の..r.;tとして.資料(仁

として作;11〉l‘8001I1l1f-1fI~人し.また 1 96 1 年度から 1965'rドl止まで峨l測6Jf究およ

び特定研究 アジアa会の近代化と文化の変動」において.継続して資料の必!.c

にうfめ.総欽4，771111)に述した。



2.資料

本研究析の析厳する;高純の資料のうむ.m'~ならのを以トに悩げる。

[殿代甲骨]本研究所所械IPH!t，み;の刈i分からなる。 m-1ま，h立川川 111ば'!II氏

IIlt~の 1 ， 708 Jiて. 1979Wに割以内JI.I~自主 f氏より寄附された。ヨ1 ・(;l/ål ll l('

Ii!木郎氏111磁の393Ji‘で， 197'l11;r二的人した あ '.I:tlll政行ゴlli1". " H'(;より術

的された2Jjである。1'tH2.1031¥'1ζ.ii L . ，;~ Iill)己主人A.W?研究併に次く.わ

が|副 (1数の必~である。こ tlO， ~f1J! ・ 似合のれ松丸辺!lt rll!，;i大~T:~反11文化

( ，t 白車 :1・tA三年 i正!牧口J(!'1i1t文化研究所報告 1983fド}として刊行δttt.ニ。

[中国歴史古銭 ・銭究2)IrI見{必文化予院の~製品で，般I~のHl'î.戦!同8:if~の((ì

n. . JJU' lß~から;ましまり， I:n~のIU<的貨幣を以厳する。約 1 ，250 {'.の，'j主主

止， 10 J.'.~のfj.，の泌偵を fTむ。(桜f11!'1') 

[中国考古資料] J-.Ji.!のf(i1'f. ，'，'S長以外(.:.丸、可約 110I.'.~. 鋭. Jと. ~成. 鍛えiど

の山側諸~， 1~ 6h. I:?おi3J'品偽8ι，1仰博ijí，似泌 I口11地11也H採Lふ!峨L吠~1(刷(，川IÎJ片¥'.1側凶. 仏{倣奴札， ~火記矧f月似!限fi. '.本4ギ判4勺l内J付i!込占E飾{品b仇川仙A山1hl/l

u行引tJe13Jhaがある。 λ火;符i分lは主 11川l川|止点4υjんJi.:文えiC{化t'γ"j:下(:~院A占:IJがt椛人し.本研究'frに修行占れたらので

あZ

中国絵画資料 (綴版 ・焼付行ρ ・カ云ースライド等)]米l叫. カナダ.:吹州.II!

，tr j アの美術館.何人必!I.! :~IJ 川ねする中間絵耐.およびnA正事uiの11'lf~絵l$î

にl測するものが巨体で，その他に米11.1~シガン大マ:アーカイヴより間人した1111 t<l

絵11111の焼Hη1.'.(， !-I.!Ji~r iiJな文化財研究川J(，ir;&からの焼付'午 tl~ などがあり， lJUtJ1~ 

10 Jj以にのぼる。 r!-l.i洋学文献セン?ー ~I~I として 51111のIIUが 1977-83il' 

に|刊行され.l'史li品l孟rtl"I~絵11111総代|文|似J (令 S谷)として*，j{人"f'・111版会より

1982 ~1-831j::に刊行された。

[中国清代 ・民国期の文書資料]17 IU紀から20Il!~におよぶ. .ltJ;iそ!!しめ泌

必.瓜ili..品定例..i!草刈. 4Lt;.臥111f，; どの土地Jとît~を小心とし.その他公干l.;UJ

JJt約 千~(jl.\がある。 1 JllIIF1， Y. rHx段IIliliil節分やIEl!U.距.研究所以fiJJCiT4J

どそftむ。fJ録と内芥の・郎!;!，1')8:1 ij' -86 !I'に『東洋文化研究所銭小1i4上地

文l'HlU.解説('-.)(卜)J()反ir:'r:文献センタ-lflftJ)として刊行された"(Pi' 

l'I'tI 1) 

[内放古出土学術資料)iL!'波んお!‘作文段がfJ虫liijに内安，Ijで'ft持1I• 1%!ねした資事|

約 1Jnえが. 19831ドにtff附された。 I ~として | ・ ~{ Ji.・陶2i¥J i・である。 fHlの

iltI!W~. I~氏の L 、くつかの諭文(;:IIJιIe<されているが， Ij:倒的多ぱ1:1 ，t;允1~のむので

ある。

、1 闘白.fi!1: 23 
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[インド ・イスラム史跡調査関係資料]デ Yーおよび fンドれ胞に製作するサル

タナ，ト -:t{\: ν ムス，品ill跡にI泌する資料で.ηf~. ヌ:測l渇などが 1・なものであ

る。 1959'，f.-62 l府立に r¥反応大学インド!と跡3革命I.tjJが尖純したJJlJt主流itの成

裂の噂Zllである

[商アジア考古資料]，'If¥:イラン文句|の研究をけがjとして. 19j6l1以米 rw点火

γイラン ・ イラク ill~品川作UIJ カ; 1， I，iI時にお :t る治跡 14 かJ氏令 1fj~1い刈 11' した粘

*， JIX!lしたちの。そのt~I!Ü))}!.\にi:Cし，大部分{士プ't~d，'，，'，で， 行""'(:1:第一級

資料てある。

3，図書宅の利m状況

これらの凶1!?資料(j.1.ム〈内外の研究{iにflJIilされている。 199611.'立と 97年度

のM，q'奈の利，II:(}¥似1:1次のiI!Jりである。

|ωも:r..数など

側壁:ai欽 ・乍内;孟柄拘を除〈 干1]1日間放
0( 】内11外国人内政

iベ分 学内 'F 外 ，1I' i同 F: 穂詑 JI" 
+ + + t- +- .，. 1-- 一一一一寸

~~~~~ ~:~~~ :1~~~: I 1996{f皮.I 17.695 9.877. 27.572 
1996年度 (602) (173) (775) 

1997 ll'J立 ;7:~~~ + ~:~ I; I ;5:~1; 
2，031¥ 2.711 1¥，71¥5 

1997 tfJf[ (~~~; (755) (1，.151¥) 



A 部門研究

汎アジア泌門

vn 研究 ・教育活動

原作之介

1ぬ111 奈良I1

岡本サエ

池，f，: t';'i: 
f輔匂<1，か.

総)~俄

小t. ~ヰ

猪II 字

Aミ成 m.9J 
98!f. SlHで，

t蝿 It4円から.抽'fl)116日4J;.

川qJ 明彦

|対本 !燃え-

i凡アジ7o"，jll"Hまアジアという対象を.続r斤'下 ・l政治'デ:・人文I由JlIl乍 ・文化人数

乍 ・ 比較jど忽1という社会科午 ・ 人文科1\[:の lムい純11Ilにわたり，例別 ~IJ.p'J分野なら

びに学際的な綴滅のfflU命と)j(1;に2車くl県lわりながら研究を深化させているo 同時

にこの部門ではアジアのアジア研究おとのネットワーキングにも力を注ぎ，アジ

ア/iff究の地滅的ハブとしての機能を担!おうとしている。 11本も弔裂な研究対象と

している。

続前 ・統oi・研究分野1;1.. アジγ認筑t同車併干

ジア品諸者I同吋経指抗守f発Vl脳五のアジア域|内勾および|ド例l町t界!にζ おける同際{が的ド均~{佼屯むi山rηtづ Iけ7をR即明}月1 らかにす

るとともに'欧米でfM起 ・阪JJllされた経済発tlltJ命のflf検討をぷみている。 Llg際政

治分野で(;1:.アジアの凶際政治の実証的 ・PlM命((.jな研究を総力的に行っている。

人文地J!H学研究分野(;1:，アジア消j也減におけるフィールドワークにぷづいて.社

会の全体像を揃き，記述にかかわるJlll論研究を挑進するとともに，地域研究の深

化をrI指す。アジア地減の1'1然と文化の統合的令的;を桜引することを11僚とする。

文化人殺γ:切究分野は，アジア必地域の社会 ・文化の比較研究を11的とし ミク

ロな.It!!級社会の111往生活をフィールドワークの刀法でつぶさに明らかにする)j{.去

をt.(こ問いて， 下からあるいは同級から，よりマクロなれ，会の令体像を見透かそ

うとしている。比較!思総研究分野(;1，取7'/7の!忍組、交流のI11にみられる，rJi7 

文化|樹の，，，r，民族の思f住的特徴を研究する.

¥] 研究 ・教tr活動 25 
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アジア必Jt以或における社会 ・文化の変:fi・j断・，1

アジアおIfmi?i1t似の比較研究

町ii干之介 γジγのdi均録済発i主の比+交

池本 卒中 γジアにおける所得分配

アジアにおける政治変動と間際関係

約11 ゲ 木、ji.il'アジアにおけるL¥¥1:化と II~際政治

問中 旬11% !.I! γ ジ?をめぐる 1子~(同1mの|対際政治

民fHl 妖郎 アジγにおける肘際紛'ft

アジアにおける郎市とOH
絵Jt. 担t I叫Itjアジアの/!Miと滋牧民

アジ72計士会の(?d{J文化とその金谷

~，或 i白川 見lγ ジ -dl 会の~谷過Fll

l対本!l(!)ミ インド事 ν7社会の統命治rl『

アジアにおける忠忽!・文化の比校研究

間Jt: サェ 1~ i' :)7 の比絞!思想

1)、ft M 比絞による耐アジアの宗教i1J~の行然

*アジア I~W'I (第・)

君主ド 』氏ム

、I~初降自11

A百!li事泌
9111も11から3

，';fm j守人

17f品川公

熊谷滋 :
(~"t 1 JI aで}

~.I.I III AJ]似l
"' 11. 10月bら

見iアジア徐州11"]/1，tI，( KI.申iJJIf.[lゐ"ときにはベトナムを:1む以アジアl崎

界を総体として取りl:!f，社会作7・.1::史科学的JiI1;1こよ うて過よから度化にい

たる動態を把iII:する乙と ~J]1!lとする。 この研究では.とくに栄7/γ ;n :総門

と協力して.'F25的な地主主研究による生きた全体伎をめざすζ とILiうまでらな

い。研究分野としては， H(~ ' ~I 会，政治過n. ~ぇ史. と....を~;1し. r*アジ

アにおける114家桁 )Jと例会ttdfJilti e研究線也として. J七I"J研究を総統してい

る，この部門jでは.r 17 Itt*~以伴*アジア公私文 JIの総合的併究 ( E任前ド).

「制鮮伝統社会のhViitとその役作.(liftu:i〉句 I[1 '1利111J' 文'{:史料とそのft!:~的

.tU;(J (t.ff、ド勢)などのfi}f冗腕を帝1I織L.み/{:内外の協JJをよi!i.継続して研究

を進めている。



*アジアにおけるl刻家舵)je礼会経済機造

i資ド氏ぶ 中川近代の絞i斤允版

，r~ hI.i牢 1ft 現代'1川崎のILi1\と ~I 会

~:m r.~ll! 近代';QjlYの例会料約t，Y..il1

:.UIII sJHI!I " 'Il~ilr 111・4代の粁抗と出l)f![

‘Ji.勢 F幸郎 q'l t~ ，1， f 1:; ，'fd.~ _) It~".x 

，'jI;ll 将人 rf '1心 M~I可家と子 l:T:

熊 谷謹 t れ釘l史事1からみた淡代社会

*γジァ:'iiW'jcm .) 
世I(If，J HI人・

尼崎 xJl{j 

li:II I 新 鈴木限必

14X 鈴 てりt- U'U 
("" '1・411から) l例年ヨ月£で】

メLlG '，tïî・~'.;.俳
句1'1' J "ま-e:.
小川トfi光

保7ヅ7;0~鴻門 1:1. '1'1叫を<1'心とする *7 ジア地h去の笠.'..~~. ~;:fl. J(oT:'l. X 

係tを研究対象とする郎門である白部門研究としては F 点アジアにおける庶民文化

の形成と泌ImlをJ寝泊としている

・般的{こ'll[1ijでは，有'，}Jエリートと文化工りートとは分総せずに総行しており，

したがって桁)Jエリートは文化を1!lt.I，して.庶民はJI'文化的隣'1";とみなされてき

た。しかし庶民は文化処1~}のうUJをくり返して行い.甘UJエリートの文化と li

WTiな ，t{f.L(文化J を'1'.みHlしh，それは桁}Jエリートからは.)1:11:統的俗文化と

みなされ，強く 45i没されなかっ fょにせよlえ伶}J的指向をもっていfゐ'庶民え化e

1 1.六~JIから'.'t~までに形成さ tt. ~~71..以後!こめざましく発似しれI也ゐ・ tこ 1ょが勺

ていたと考えられる。

このJ'I!~に対して.災研究分野でI!I!rIの検I~.tをするととら!こ. lUuJしてその解

明そめさしている。

以アジアにおけるlkld文化の}r~IJX と }lQI!}J

tf.k-l. 邦夫

丘IJJ 新

tar(における之教!J!.::!.!の受符

仏.fHH慢の1(!制t

明研究 .ftfJll.め 27 
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鈴木院会 インド大釆経典の形成過ね

)t[r:常jt; 中i時近代文a・Fにおける民衆文化の治問題

I己的文II{j 近現代中川の小説に対する必殺

徹 1'1. 1980 年代文学の大衆f'l~

':9:Jt- ll'Cた 水i;il=，滋J古の形成と1版nlJ

小川裕光 l則的の職業i両家

l対アジア 1~li門

H目指~ "符良 If~~i号町I~[ 柳符 悠 中恒 h文京

n坂 Ptl被 1:村勝彦 永ノl己Wt:f )-ifH総久
(9' 'f ， Rから}

I将アシア郎内lま，東商アジア諸|りからインド説大降までの地岐を研究の対象と

する。その地域は多織なIt訴と文化をむつ人々が抜維な社会を形成したうえ，欧

米議同による納民地支配のもとでの斤い経験を経て，戦後あいついで独占:したよ信

[Jijからなる地域であるので.今11の・JJWを舟!解するのはi)として平等易なことではな

い。この珂!解のため.本部門lま政治 ・経済 ・11会 ・文化なとにわたって過去現在:

の"Lj-tfを総合的に研究している。

ノドtT官門では， とくに mベンカF ルi1'.l!t!!域における文化 ・文明のうど錯lを課題と

して研究を進めてきた。このため.干rに数101.部門の鱗成uが参加して， この;ぷ

樋のもとに部門研究会をIJfJUliしている。さらにまた，深く分析.検バをするため

に，所外の研究.nの協)}を得て研究班を組織しそれそれ新しいf{JI広から問題を

提起し，それについて定説的かっJ!ll論的に検村を行っている。

l];lベンガル的地域における文化 ・文明のうどSit

J}[I納作良 ~H将アジアの~!i民地文配と社会経済桃造

(:5橋 IIB縦 di場経済体制移行ドのミャンマ一段付経済

柳f者 悠 近身代インドの経前fUi造

'I，IH bX~ インドにおける航民地文配{本語I1とtl会鱗造

n奴!1M視1 納氏tt!!J切のインドの政治と社会

上村勝彦 8ftインドの文学と社会

永ノ j三1，1約 ん代インド社会と祭式



/ im 裕久 rjljl!インドの行乍と宗教

lFtJアジ 7~jSP~ 

鈴木 :泳 ，W;i'f・ラ賢治 俗谷敏m ;tJ川
97年3月まで

i削幅 Iり1 鎌聞 繁 4...j. 

小以前人 絹地.iJ!l!!.
(<jK '1; 3 /l Sて) (噛匂 4J1から】

H
1
h火IlJ1J-llllr(! ( 

明匂けれ

Wcrnc_r， Chri，coph 
9;(l 1I1r 

fIjアジア部門!孟.アフガースタンからトルコ ・エジプトまでの地減.いわゆる

小近泌を研究対象とし.あわせて11.J~1l7 ジ7をむ対象のなかに包合する。この11.;

人;江崎繊の政治.経済.文化，社会を.乍際的研究によって総fT的にPl!~しそ

のt.H1を解明することが本部川の11的である そのためにMlが剣!r.(の ¥'r.tJ..lから

例人研究を行うとともに，I ~~アジア文化のIfi'史的形成と現代的ぷ!liJ 1 を Jliill の

Il!f'ft!IiJ1 Jとする共同研究か夫ぬされている。

II[~アジア文化の歴史的形成と~代的探題

鈴木 iti 才スマン{(i同の政治社会史的研究

長f事祭治 近現代γ ラブの社会経済史研究

松谷敏雄 j七シ・jγにおける股緋 ・牧議の起i採について

;J;JlIJ iE イラン ・イスラム社会の特徴

山中IJIFf! ( I'Gア';-rにおける災雄物，i去の比較研究

後銭 明 初lUlイスラム礼会見:

鎌日1 繁 イスラム判官必，包{の憐治と展開

災本 -)，之 イスラム.j1!Wにおける慢性の研究

¥¥'erner， Chr;"toph イランli!Wの泌総:タプリーズ 1747・1848

小浪mI人 丙アジ7先史時代の社会情造

気jt也達也 ファーティマ初J.I.H氾!

市研究 ' ~fl活動 I 29 
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研究交流総門

1997年度より..!Jl(t4>-WI:究1婦がカバーしきれていないi曲以ならびに WI"j分野

での研究を進める11((.)で.J，仏大I:U311'をめやすとして川内外から必ITの研究r.を

f{jll¥'することにLt.

rimur Bei，embiev ( (-ijl) 

B 長期国際共[.iJ研究

rllrl~社会の変動が&，1ます γ ジァ杭II~への絡将の研究

丹治大学アジア研究セン '1-よJU，ilで， 51~:'聞にわたり ， 件i{主研究 7 ロジ忌ク

トならびにアジア研究ネットりーク形成プロジ ι クトとして.if.tめられている。

は研究tr!勺r...;. t.tγ:外の研究協)J{1)

委!Hぇ i1'1ド i氏ぶ

fiZ 同法: ‘lE1F 降郎 df9Z238S44FFHzかり以i 

，'i 1:日将人

ゃ.';"" 教 4・常 武彦 ~l Hl ")lftll .，・弘木政 1:

:. ~ 1孤珍・;.Chri"ian A. Daniel、 .z・台~成(. .:・fi1.i，g 渉

谷.111M!'( 自軍J守J 111λ 尼崎文lI{j 小J11 村i允

日:111 務r .:. ~~. n u'U: JJ[I納作山 I141j焔 II{Wt:

-・{(総 (rlllll
S合"" /t( ぷ伊滋リj

， 11までJ
l川本サエ

JJ;( irーと介 IIIrfl 1リl'芝 lhim -tflll .;・ 出 亦 紛

激励するイスラーム糊の政治 ・;会情造の変作過wの研究

1996lド肢は. I可，'t:1(hxヴ:jo，l}物釘:ltl!域研究u::[rbj交流セン 9 ーのi!l!U~ 研究勺Iljア

ジアのif{附的研究J.97 1j:1!r 0，. I lil センタ ーの辿n~Wf究 r 1'4γ ジγの政治経済文

化~終の-l;'lとして íiわれた

委員長鈴本 /t( 

すF勢隙肉iφ TI; I氏F2 丘III 祈 1:+・1紡I主



柳f干? 悠 加l納 作1'.1 永/I己伝t!f 小合 fi長

後藤 砂1 鋒111 ~~ :THIl l.ei'f; 然治

.:. IJJltJllllH子 f主'*' .J..:. 
.:・ 小'911以‘t.<11能から人B -:-'h咽V水It‘H4apI-lω付i

.:. ~公f反 ，1:殺 .:・ 小杉 1長 ゃ木村 トYトF .;. ~.I.: 111 I ~ I • 

.:・ 柳焔 |呼ペと .:. f 1*'1・ JII，l .， :¥Iodjlaba Sadria :・ rjlfll !s 

ゃ昔話地 i主山
，<倒BIj + I 

1);( il之介 l刻.-1.Jl日六 総)1 他

Timur B町出mbif:V
e +月 i・

mベンガル的lt!!岐における主会 ・HIJi・文化の交mと変動

ベンカ，Jt-it'i ~ 1fXりをく，tiアジアから¥Ri旬アジアにかけての・仰を.独Iiの.i!.l!1刻

をむつ地域としてとらえ，地以内の社会 ・申告済 ・文化の交鈴と変動を 宅然寸る。

~W~ 初制作政

~51'J号 |昨lbjt 何日f事 悠 ql'J! 成市 J 111.< .l'1!他

上トf勝彦 'I<パ己1.t {~. .:ー川1;』 耕，，1.:. i守併 11(¥ f 

J)~( i宇之介 1自[1 持、 11111 ) 明彦 IJ;(川 ヤー向;

訟J1' 空E tA田Jhaえa，zltag、IJl l均年照夫 間本サエ

小噛合t・nからAp4 t池蝿本匂・月8-fE'・I~ 

c J~J.研究

rtw門分野の研究を封jjffi し所外の研究おとの交流を深めるため. 所uを~ Ur:と
するHI研究会か特定のテーマごとに数多く.Ili:i置されている....外の~1~Jnには iU

);(大ヴ:の{也郎防lこ訴する『研究判勺filと.その他の教ft. iJl ，，;: t!境問に~する

「研究協力行Jの1.].)jが合まれる，19'1i. 19981.Lj{P立におυるI'flb)f究会の飢餓状

況は，次のとおりである白(1は研究11r "j fi.・:・ は研究協力行。途'1'て'I(rk話先の

a・わった おについては. 変ぽi灸のf折~Äj¥:;(，:， むとづいて分紙。)

司 研究.iftfflM;) 31 
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外から見たベトナム社会 I!{ -1ミ成 {由・記慌て時「

ベトナムの社会 ・文化は.11'11';1だけでなく緯|剖や1]本あるいは従前アジア沼南

と構造的に綴似する，IJょが少なくな~ ¥'J ノド絡的な現民自制l'tがM近まで不可能であっ

たため. 人矧乍的研究がr，.しく収ち.i!tれている。このような状況令ふまえ~見合;

利用できる資料を111l‘て. ~r(1Ì的な t>J.fq をもってベトナムの的i'l の断!I引を試みる。

未成 .iUリJ'，. Shaun K. 'Ialarney 令嶋尼 f.!: .;・小I'lj 俗:

φ 向。~!;\;!彦.，. ':1.JI 1I'~1 夫ゃ瀕川 昌久ゃ j~山 剛

今武内 IJj.，J .，.分地禿町1・:・ 償111 1M f Jt問符人

÷板垣司月.R '" IlIf.t 克己

アジアにおける地以 1:ニ:作業の研究 同 |対本

アジア各地における後 ・織その{也の地場工芸pii業の幾つかの代以fド.]1Ji例を，文

化人級学，経済AF.美術 L工Lの視点を合わせて研究し.その現状. !!t~と的1'f長.

今後の発展の可能性を匁1ろうとするものである。

関本照夫 総)1 III 前僑昭雄 池本来'1:

山下 r.i U~) .>小':'lJ以，)、u.;・泡III 光M ". {J1雄ふさ工J

ー:.事~ fT)..; ':. 'I'~ えk .，・水野 広Ui

i rl然J観のi活文化的研究 ur総)1'

n然は人間生活の外i沼周鳩として. 'I:l!の対象となったり.文化ぷ象!こIIIl、ら

れるばかりではなく.とさとして，人間の想像力や1<.!Jl':::術の創造性会励起する
ものとなり.文化のまっただなかに穫をあらわす。n然をめぐる文化的ブラクシ

スの多係性を過して，人JJIザ:民)t!:!lfiとしての F臼然」の{'~.~1ぞ伐ることを日係す。

段対: ru.:・4公111 i.'i 小作 12 ・〉 小長谷イi*己

改竹川大介 .~ ~M~ fil!・4 永/(百三栴・:・総lJ;l ，F.澱

.，・篠l以 徹 、:.AI1I すそ ・:・ :来悶 干UI珂ゃ位ト~ 減

'I' J武田 i'"t .:t作lJ;( fll.r. ・:・ 符悶 {白人 4・I11Jt. 紀ん

+西谷 λ;φnall yi (. ."尚合 t念樹
(96a，.か品} t幅削憶から】 • t互理Eかふ〉



出足i調悠ドのアジア経済のj必匂! 日似

アジア地峡令i本で展開されている粁抗の術造調態政策ならひ!こ，fiij.J絞J斤への移

行についてその成果 ・11112自JXを比較の悦，'.l.iから解明している。

JJ;t iY'之介 池本 'r:11 φt3* :&ii' .，・ 今岡n111*己
t噛作111."・ι}

縦川u.樹 ・:新幹 I E/~ (永111 (，; デ福井 tfiー

，. fillJ 正i閣 やみ台 .i1!. ιIlld!(J 俊雄

アジア太平洋諸国における11本外交 主笠猪11(1輔年限から史的

アジア太平洋諸国{立大きな~~Ji-粁験している。ノド研究，111由IÎ(J FI 本のアジア外

交の:ょ:日11 研究をI-o.lmすものである。地球政治の持品[(み，点アジア地~，取市アジ

アJ自滅， 11米関係などを分担lしつつも，全体像を浮かひiIてがらせるような研究主li

れを凶~ていきたL、。

絡(1 字 問中旬1，玄 lJ;iIIJ 15.郎 r.山本山口

IIJ膨進 C石1十時I 8城 {j;{-

米ア γ ァ ・ *'者アシアをめぐる l:~[qll¥Jの[lq際政治 HE [1111' 

点アジアのI~ヰ際政治の分tJrとして，れi刊の対外政策決定過れを比較分析するた

めの{'I業を行うとともに，冷戦後の」じ点アジアをめぐる日米中関係のJ必1m. ~I鮮

'1~品t"1絡の分析を行った。

(1]111明彦 v t1J影 .i1!! .，.波野 必 (JO国 Ji:.*.

.;. (JJ \i見元 ・:・ 瀬正~ fJ*. r)谷川氏昭子 会河合弘子

1J;t 111 七郎

W 研7z・tHfi.r.動 33
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IIt抗lシステムの出土(iI¥'! IIE 11111' 

Ilt界史仁に(i(t:した会まtS正午IltWシステムの特徴を比牧分好するための1'1:うた

を続けている jti代11ト舛ンステムとヨーロッパ[1J Iltの比絞. ，'; (~'i III~. イスラム

IltW.アジア討。バ WWf，;どの比較を行った

fIlljl Iリ|彦 、|今う降自1; i資ド式ぶ 鈴木 1'1'( 

1 '-村勝J~ IJ;[I11 í~(!I; 

比較文化研究の}j7J; I.lE附ふ

アジア比較文化球4';;(似 CD;Wl!)の前思決をまとめることをr1的に. WJ;，文の!i'I:

なる研究ÍÍiが1M}) して取り~f1んでいる よ献の範Uijと分lJlんijl~í.l;め. f.丸市する

予定。

!尚本サエ・:.JJIIJ(:裏付， - |民1.-1ド ft(l犬・:・ 111必J脇工i

.'，小出 彰 出向 t~'}史・:・ v~r~( J¥.締 以:1(>者 tii• 

川原秀減・:.lli 111 !J.~、 原作之介 4・11'"水 '1: 

鈴木 吋t 銚111 ~~ 

'1IrJ~ 1I 1 L文'(:史料とそのIt~史的背;;t 主任、ド鈴

み;研究は. 'サ111同E五刊t司山ω|じυ，1山I
、叶可J該主:史iと:料の沼川を lは~IJカか、り {Jム、 {αf 火干料:1 とのf後妻J点!江iをt捺車ることをJ以よt鎚地{'1'1涜:とし. ~nのテー

?についての，;.t訴を.iltめ， r.lIW点そ幣PHずる。主として沿線のI・t~(としたのは.

手持の進めている戦国~wt~PI!に関わる問題であるa

学事寺院向I.:-竹内 Uii:'i I己形 91 4・ni添股え
l 柿年度乃~ (ち7毎号Eまで3

.:. 1，反 :;~ [， .:'眠~1 1t f'f(同-:-illr.ll 和恭子J:級 Jじリ1

・:・谷 J~~~ft1 .:.飯16je+- los-開将人・:・熊谷必ミ

内法，'i1[ ¥ Iブ下~~r資料の川f'i研究 ur後総

n: 1:波夫f，符数十2が戦;Iillこ内奴....で先制 ・lfX!l.!した'Y体:r'i"HHと点検し. その・下



術的倒的をfi([認して.内外の研究l'iのflJlllの似にUをすることを11的としている。

俊m':. f.1' 将人"“" .，
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迫米道教，141旭川総{'r-的研究
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.:. ltμ 

砂l

j号

後政

.;-，・雨前

1:として.後浅からI!f'if，lt IJ.'f代にかけての.J立教!とおよび道教JU忽!!と. l心次J412!

!とについて.おJir到の'.Ij門家に参加lしてもらって総合的に検討している。
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点アジアにおける仏教粁典の交代

.:.台Tf，，~"';oミ i七

奇ミ}主.;. ~1!-'f..: 

"1凶作分野の研究行のI~)Jを似て. IIII~初期iJP1í京史iz;である nJl 1文集』の会ぷ

をillめている。併せて.'Jmの制作ュむ叩i倫小。
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1ft 1己的;:係j1980 90 年代小同の盟、立1.よ化 ・

そのm.iti(l'1変ぷの係文化令般勺火:a.ViWIで去ったが，小Iklの 198090年代lt.

411 とその怠~'""をとらえるべく，位、叫 -JEF・社会史学 .1l::'f:はどのお分野の研究

仏
H

rrにJ1)イデオロギ一分析などのん11による研究を進める。

~'HUf 

.:. ii.J I争

l滋鈴
(I~自 '11且b・.;)

大内 }OJ~ 也
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染JJ.

研究・教育活動、E

1 iU 十i~f...，・妙111十数Jt:ひろ f

与JII(j.jl:印l

11~~ 

F合f

-子.v"uI 

十 l高級



'11凶ー)L-=.Q年代の文学 問尼崎

1930年代を中心としつつ. )，よく rl'1司現代文乍の2起訴的な研究を十i的とし，維

，芯 『現代jの紛I，PEをtlhに研究報f会会，合宿を行う。また.I吐界の同分野の研究-It

との研究交流も抗争量的に行う。

I己的文llil 丘497l年Lr度正で〉新 ." )'i(TI 'j'! UI~事 íi:l包

‘，. )三沌辛子 J(IJlm 文俊 ・:・ 近級 官日設 £・限縫ゆみ子

-佐治俊彦・-ttiAt賢 ー虫IS 代日1 智明 d事対= 省三

，~，給問俊俗

17 I世紀以降東アジア公私文Jfの総の的研究 HE d'i F 

巣作文化研究所が所議するにjドIH隊問!てコレクションの上地契約文Sの解説研

究から出発したみ;研究班 lま，その後*il'-'ア:文献センタ -J~刊などにおいて解題 

H録を作成した。その他尚楽文，t}. [111])U;.などを継続的に研究する。

償 F 武志 向見i智雄署ー:・ 17ノト- 主主 4・黛 武彦

f手ノド美緒 子上旧 f.; .:.キ 削 前 旬1". 'lI主 1: 脇

・:・ 臼J同i知{- .:. Linda Grove ."久保守 子 宮:戊 ~.~5と

o石川 j下£川和;f {ぷ 黒FfI Iljj(lj， 
(98咋肱から}

現存する中同絵阿の包括的再検討 主任 小川

4，;況は.J:Uアジア美術研究室所厳"，同絵柄写真資料を維持 ・鉱人ーするため.世

界の公私のrlJ同絵両コレデションの鴻fi搬彬を実行する付j治となっており. 1997 

年度までに第:次の包情的謝手当をほぼ完 fした。段イ包その成果をほけて. r中
国絵同総合開録続編JをfiHjlわである。

小川総充~!!対話%;線聡郎。血f.l1II 災誠必淡 f.~ ~さ

み宮崎 法 f ':' j審制 filll!!. 百・教{二郷秀明 4・ ):!:予誠之者~ì

・5紋倉健哲・y林秀 鍬



制iHム統H会の憐造とその変子学 んIlJ命的探究 tH .. ~:{.\~~ 

近現代の~)Ilf社会の倒性的IJkIJ刊を.伝統~I 会の情it!とその変符という ði.t..i.から

j凶ばすることをH娠している。

日:th19史 (，六HI 光日J~ 小川町久 .z;. 山内弘・

:-JiTf ;減 ・:・組 :;( .ii! .:・ JJ脚.i:七彦・:-.Mi fi主鉛

:・)t俄次.~ ;)fiA' t'，t人

1¥I'i民Jtll則市アシア{象の再検川 粁抗と政治 l{f 例Fす!

Ml~地問の尚アジアの経済と政治に|刻する過よ 20 ~l~間の研究の.i1tll~!HI d"ま

しく，従*:の認識を大幅に変!とするむのとなっている。人n史 ・飢附!とや環視!と

などの研究も急、法に進反してきた みItIf究会!i，これらの新たな研究!TV!I['Jの似IJIl

~桜JII'して. n"i民地JtJIの政治経済{匁のl'Im1戊を.iJ}求する。

柳f事 悠 ;J<品 川1・>I炭I;{利iL Jド坂JIlt総

.:' 11 JぶIIJJ~ {- "・ 竹I11 T・{i. .:・佐総 ~ ・:・ 脇村 Jf: '1' 

-:-F211f:l: 
蝿毎度から}

I+Jアジアにおける経済党以とU<ll¥，;形成 (1930年-1990il::) 川"，111 

I此近のインド終続行rh化への;~~激tÞJVrð ! i， ，+jアジアの綬抗と政治がかつてな

l "1吋免IUllこ¥7.たされていることを，j，している。ふ庇研究は.独、工'Iiiの似京の段隣

H~て.独\'f.後独特のかたちで允'1~を.i! lf t.ニ l対アジアの同氏経済とl母μ~I'~í支のシ

ステムにいかなる問題があったのか.今IJのatt.Lから倹討を加える。

'1'!1l成章・:・絵所秀紀・，;.N'川文f ・:・ 黒崎 t'i 

4・近縁 1IlJ)~・ L主的 t紛で:子 令綴11・ 争a: ')縁佃 本-
c;， ~ 

.;，・脇村不、1'-

インド，'，代叙・F，;寺の研究 1 fr 1:付

ヒンドゥー教を研究するにでL~ {>J，(ふがjな資叫であるて大叙'H~与『マハーパー

W 研究・教向f，~動 37 



古代インドから近代インドにヤるまでのイラタ』や『ラ -7ーヤナ』そ中心!こ.

ヴェーダ.そのために.宗教.文化を必叫することをれがJとするンドの恕l包!.

ヒンディーJヒヤの研究r..の協}Jをねる。美術ill安1.;;:教1Mし仏教.~t典

1:IIIIlItA!，!i) 

たiよ

FL文

.:・ r~fJ;(

.:・水野
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やや');足以犬
(97 111呈tマ
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I!{永ノI己f~Jアジアとイスラーム

をふくむI対アジア!まイスラーム f~W!がúH.多い地"キスタンと"ングラテFン

1311t紀以降に~.:怖がjに後触をはじめたイスラーム)(化!;t1対アジアの峻である

文化に多大な員:'1干をうえた。 13Ilt紀以怖の I~司アジアにおけるイスラーム文化と

ヒンドゥ一文化の銭触，ぜt'A・のi品NをさまざまなStf.1カ2ら分析してL、く。

ゥイiJI' I~'} 鍬111 繁
仁

H'z 
.:・|則似永/Jtil， j'trl 

悠、柳1'1'世t総JF

加納I!I J;j.ü~Jアジア近現代史像の II}検，トI
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ぜ， 111ド

ピルマインドシナ，欧米航民地支配のもとでのt，:'ft.l!Il ¥止後のl時以:1昨ぷ形成.

八S'~A'\IぷII~ を11】心とする経済允Jl~ はどそれで1J.ifY.j 7 における社会 Lみの'J.!ft1l.

1997 ffからの令峨危峻はそのω，1，'，ょをむぶし始ん.ジアの社会{主人;きく変わる

この地域の近現代史倣のi'H;r. 11，えを試みる。

十五Jt.，IIQ';Ut
こうした紙過令制まえ，めている。

順子'.・小ftI.~d ... i.lHl 草草炭加納

弘之u主照雄

JC}.、

fS!i誌

1fT鈴木

51ll 

百~!

紛-

アジア都di比校のぷ泊とん必

'+:J~ 

0JJ;t 

山
U

徹

4・白石

11'1'可

アジ7専門家と7ジγ以外のj出織の専門アジア路地域の(!lldjのm1について.

家のi必}Jにより.解明会加えるこ乙をめざし.研究会を11fつ乙ととしている。
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近代アジア計会研究のhil;的成組 問涜ド

UEnが研究~.Ji~とする γ ジア路地域社会をその内がH~成において検けすること.

またそれらの近代というInlWへのかかわり々を桜々な角度から討諭し 3らにJt!!

1&1111で比較検，;"をffい.γジ7H;会研究の)j法的よUnを明らかにする白

;託ド Eむよ: ?;fizh?史 柳汚; 悠 鈴木 市

加l制~ )，咋山 II;t i L，と介 111'1[ ，戊17E

ジャーヒリーヤからイスラームへ J If 1:金繰

内外の研究行をf({¥、てのωf究会でのJtぶなどを.Il益して， 1I1京地域におけるイス

ラーム以jiijからイスラーム後の時代への交化を.政治.符涜.H会.!ぷ泣1.JrF

なと'多械な側1(li;1;・ら倹討する

後政 tリI Ms 1Jj.iti '" IEIII 下秋 4・佐々木淑 f

比較イスラム制度史の研究同鈴本

jjíj近代イスラム Iltwの協制限の形成 ・ f.d.:i ・ 党桜について.政治品m~を I1 1心l二

比絞!とがj倹討をfr う ζ とをめ~している。

鈴木 市 ・:・ !tIIl'jq;，l: )仇t孝次仙 ・:・ :ilfi 微

・:・ fLdi IE{I' ・:・林{上Ilt子 ユド]111 lE 

ffl~dH I会と;j:教施B没 I H. ;];1111 

イスラムWWの郎diにおいては.モスク，マドラサ.Jti防lなどの:i:教総設が~I

公的に 'Ilí~な .w:ø~.u与っている。 本HE研究では. イスラム!U:W内外の1lI111jlとやill

活研究.tm活動 I39 
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築史の専門家の共l，iJ.t.t以によゥて.これる宗教範訟の社会的俊能，..，.解明すること

をI1的にしている。

羽田 lE ';'-11 -'.¥介 小u ~・b 手l.di IFil' 

小 総 久93 ・"Sadr川、lodjtaba ':林 f1:11!子山 :~Iì 微

・:・ ，IJ中，jJfH子 ぬふ 人 ・:・ 深R.~災緒子
t噛削置からJ

欧文ペルシア旅行JUの研究 ur ;j;l!1l 

15 1せ紀以米欽多く1Ìf.!されてきたIi):文によるベル j ア旅行記にI~寸・るfIj綴を集

約し，その符徴を文献乍がjに解明するとともに.そのJd迩をJ-11J的に利11)して.

イラン社会の特徴やヨーロッパ社会とイスラム社会のIlJi♀はどのIHJ::Iiを明らかに

することを付f汚すの

羽111 11' ':. 近鰍 f， tr.t~ ) ，[ ， Iî~ 智子 :・111'1'11，'1
1(. 

山， J 1附12
t蝿年直から

'11*の社会変伐と.1.l.l..tll述量/j 日長搾

!liアラブを中心として.近代以降の(1]*の社会科涜$:.'f~ と政治社会思t!.lの展開

の持Fiの関係色れltI!~の 'H似l研究に依拠して比較J72長する

長f事栄治 〈・ rIt'r 111.，1 .:・ 附野内 1仁 ・:.}111 :1:事 1'，7 

，~， ~記凶b'if .:. lI，i 111 .~・ぶ r総本 弘

イスラム史料の総合的研究 ほ鈴木

イスラム悶の防!と科の!と料?ぶJ検討をめざし事UH.!. オス7 ン21:!と利につき.

オスマン史以外の1早川女むfiめて，と料総説会をもち.史判'F的険付をI止めてい

る。

鈴木 ite .:・版ふ 勉 + 八l言自r~ Jt. *JlII 1[: 

4・林 f t Ilt子 φ:.Uノ" iJde ...加藤 T!J .;.私rIj Ii・{I'.

P二沢 {時1'1:



イスラーム思想の文献宇:的研究 i托鎌田

本研究所にはアラビア認をrl'心とする写本集成である「ダイパー ・コレクショ

ン」が所厳されているが，これら原資料やマイクロフィルムの資料を前期して，

イスラームの幅広い思想を研究者の8まさfまな関心にJ占づいて研究を進めるこ

とを目的としている。その一環として定期的にηみ;資料の附誌を行っている。

鎌悶 繁 1灸d高 明器小林 1手j之 J 佐4藤次，C8

杉f日英IV'J 句竹 ド 政 手 百 点長 崎ゃ中[日 考

γ 野元 凶 ・:z磯Jj:守!万 ・袋地遠出
{蝿!t-In:から)

附目耳東洋学文献セン~-

アジア研究とコンピュータ Uf.岡本

97 $1交の 「データベース作成とネ γ トワーク」班を発展させ， データベース

作成やネットワーク化を'IJ心に.アジア研究におけるコンピュータ和1mとその可

能性を探る。実務に燐わっている研究者が刀法論をJお命し， r栄作文化J79号に

特集を組む。

間ノドサエ コ大木 l誕 ・;:大塚秀尚

小倉 泰 1111納信事良三代 宗

丘Ul 新

鈴 木 降 泰

[Ilrt ~月彦 羽ITJ iF. 1.京III :.r.郎 ?楠lfi ~民彦

今山問 u'l-f 

D 定例研究会

本研究所では，毎年5-6 [nlの頻度で，研究所スタンフ金uの参加する定例研

究会をIiHIltしている。 5つの研究却門のれ々 がf6li1fi愈fJにより毎年 I[01. 1 .. {1門t，'lik究

員のいずれか 1名の研究報告をこの研究会で行うのが慣例となっている。また毎

年度末には，定作退官する教官の段終研究発表会を催している。過去 2年閣の r}~J

4桜状況は次のとおりである。

VD 研究 ・教向ポ・動I41 
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19'泌 11:J!I. 

防H虻11FI 111、河I'llW'J 銀行行 áJf'冗允J~~~

6)j131J itj7 ;;ア ~'.~ ~ II(J雄 ミャンマーの市場H済化と白雪H/.{

策

7}11111 1'Gアジア ~ふ -k サイイドとそのIfnfJC tllf1tイス

ラームIn界におけるカりスマの社

会統制

9111211 必アジγ1 I己曲目j ~之町i Jt卜w代rjJ同の知識人

IO}!lill i凡アジγ IWH セ郎 戦争と、l'千[1 近代と ~f\. Iltw 

とアジア

11 11 14 11 民ベンカルtl'j JJ11納昨u 比較l::l~~とからはた郎ベンガル的

ゾロジ-"クト 研究の泌1m

1996lJ:1免jU1.ftiU念la終允l<研究会

3 11 6 11 総谷 自民総 ティグリスからユーフラテスへ

)Llc. .;;i ~'{ ~~iliの数x.~寺 P死後 J cr野川J)を読む

1997 :ドl't

1:司f出1111 拘勺郎門 報公~. 研究1r.J~t.命題

6)126[1 !-I.[γシ71 正HU事}脅 中間近代rt史の試み

7 )1 10 u ;IMγ シア 2 鈴-+; ~釜~ r金光明経』と『大~mJ

10)11611 東γ クアフ' 担当ト 式.41 t写港返還と*アジア

口ジ...クト

1111611 !.Rγグア l :.UIH 明{中 貨幣史の;t品1

12111111 IJ~ i'ジアプ 小以百11人 8代の 1:おづくり Jtシ ')γ に

口ゾ£クト おけるl~新1t!llib.良県

1997 WI'tiil'''¥，記念lti終允&!iJf':先会

3 ) 1 5川 本l戊 i白川 *アジア研究におけるベトナム 人trtγ1Y).nft 
のぶO..fi



E 学術研究 ・調査

1. 特}}IPJ~ ;tH~て~;による泌外iJl地研究

|川本サエ (1997.3.14-3.27) : q ，~>JiI' lf :tt'l 

フランス， 6港の6Jf:先償問をJh1111し "J1it'J!J.L怨研究のための;J，前~と， 1111み打ち

合わせをiJった

百:llJ m (1997.3. li-4.づ:a日1)'11.";~ yy 

'11帝人KJtM母.子ifを.合的-a'.;IjIl:1し， 1実ßデータベース ftに関するr.B.!.~と検

~ir った。

後I{:事 I~j (1997.3.20-4. 17) :判別・'~1rn

IJ~ アジ 7.~IF~ (トルコ. 工ジツl ト.スーダン.イラン)そuB1111し. イスラー

ムえI!!W)の.!l!.状認伐を行司た。

b;(lIJi;lll; (1997.3.29-4.4) : HIJlllJr於{'l

FトjJJ， γ ンガホールをぬmJL， ftiJJ~jgによるJ.!! 7 ジア社会への膨特にl泌する

河台を行った。

A-:J成i白川 (1998.1.4-1. 11. 2. 1-2. 12) :特別'JI;た1~

ベトナム.ハノイ rli近交IIH糸巻。iJi1111 L ，ベトナム付ff{の然似における"Iql市断梯

(J'.J特徴の研究のための必伐をij" "')た。

fIIr'J!91彦 (1998.2.28-3.9): mJlllJIl'M't 

ウズベキスタン. ロシアを紡問し.!l!.1¥:"I*7ジアの(!iI際政治の倒itをir， tニ。

，](ノ J~W!~ (1998.3.15-4. 'W : 1 'r))ljiJi1l 'l~ 

311 15 Hから 4Ji 23れまでバトナ近査11で. ピハ ー ル州.It;~1のヒンドゥー~~お

よびイスラーム教の宗教ij-IJIのIIII[f(l， I~および文献資料のを刈1'"é1:-i i勺た。

J;問将人 (1998，3，29-4，12) : 4!flJlJ'li ;!t;t'i 

ベトナム宅古学院の受入れにより.ベトナム恥史I導物館などのJ行機1測において

¥J 研究 ・ぬ向活動 H 
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銅銭とf注文資料の滞貨をiffiめ.持浴では文献資料を収集した。

学事寺院良I~ (1997.12.28-12.31) :リーダーシップ文媛絞1~

台湾を訪問し，fi'Tfljの研究おとの交流鉱^の可能性に関する鴻炎を行った。

羽!日 正 (1998.1.24-2.8) :リーダーシッブ支媛経質

!A同ケンブリッジ大学.オクスフォード大学，インド行iiL虫剤火1J?館などで.シャ

ルダンの O~1人史を同機成するための資料収集を行った。

tll型!戊市 (1998.3.8-3.23):リーダーシッフ支援経費

ロンドンの 111 インド?îl~I..~ft官において，第2 次人;戦中のインド戦時経済に|測す

る史料を認作した。

原作之介 (1998.3. 15-3.22) ;リーダーシップ文後続i'1.

タイではチュラロノンコーン大乍経済学部， タイ開発研究所， シンガポールで

は*'有アジア研究所を訪問し，経済関係の研究の交流について議論した。

絡11 本 (1998.3.18-3.22)・リーダーシップ支援経費

米同国際政治うさ会で 「米11<1の民主主義者~iffiJ についての論文発表を行った。

任山新 (1998.3.21-3.29):リーダーシップ支t邸主代

米間を訪問し， 1珂際博物館資;jJ{交換~~1\(i会議の打ち合わせをif った。

小川係先 (1998.3.23-4.5):リーダーシップ5i:J:妥経1'1.

ニューヨーず， グッゲンハイム災術館でIìfJ催中の中俗人民共和問所厳名目~1Biに

赴合同展:11品の中岡絵|面iの凋伐を行った。

1ミ瓜WJ史 (1998.3.25-3.30) : リーダーシ y プ支媛縦't~

斡1剥の|詞史編纂委.t..l会.線I吋精神文化研究院を訪問し，悦同諸機関との'''f:術交

流の吋能悦の凋奇を行った。

lJIl納啓良 (1997.3.8-3. 14)，長様策治 (1997.3.8-3.14)，~農林久.R (-(1997. 

3，6-3， 14) ;海外学術交流拠点投il"l.迎符純資

シンガポールを訪問し，海外γ:術交流拠点設凶 ・巡符のための謙作を行った。



~.t\IIIUJlfIII (1998.3.16-3.21). J己的支il{l(1998.3. 13- 3. 19) ， 加納~'H:.! (1998 . 

.l. 16-3.22).後様旬I(1998.3. 16-3.20).金f俊砂I(1998.3. 16-3.20): 

ぬ外字術交流拠点設白 ・近[符*H'i

ィーIiJf'f.:，婦のシンガポールぬ外bWf.:惚九を限いているシンカ円ポール火ヴ:i;;術'''/fl11

を:JjIBI し úfT:~及び関係市と乍術協}Jについて Ff.-ぷ し . 必12 t，よ :J，'J1'f合 íf った，

li:111 苅i(1997.10.27-11.1) : "~際公;，ltt~h定惟江主終t~

小説人民共和同を訪1111L. ftn~足 fたと 4 ンライン化の打ち合わせを{ト>t，こ。

2. .f.'i~研究綬t~による研究 . ，rUr: 

銭感邦夫 「中国道仏人物に関する資料収集と倹索システムの作成」

iJ 11同必教 ・仏教の人物研先にパ‘ ! tf;IHxのそれに放Iまない 特にj{f教につい

ては抗しく遅れている。;j.:研究(j.11，今のl阪火な巾I司文献からill{ム:教の人物資

料をIIIII11r.1.flHし，検徐・システムを('!:J成する

1996 il:J支582.7)jffJ 1997 il;li 277.5 JjflJ 

小1I1裕充 rr中国絵画総合図録 法訂治繍版』鍾集と同図録画像データベース作

成作業J

4よけl事Ht.熊阪20Jh'.uこAKJtリわ'ジア1::.術研究宅F新政ljl悶絵I'hj~; L'!資料のl'!Ii

代!デ一歩ベース化のための);;本カードの作成をn的とし， 96 "1:1支ではほうじ f

した

1 996 ~ドJ.Q 545.7 Jjドl

3. )(i~Mî科'字研究nによる ωf先 . ，~1ft 

原洋之介「他波発展の国有鎗浬J: 1f(l..i~r"~ff* (1) 

'J!I"j7.)ア地域iこ焦点をめてつつ.れl ・地或でのdi梅幸正ili11:阪のJl~lmにみら

れる智 f守遍性と地峻1'1:とをiリlらかにする。

1996 "1:J!l: 790万flJ

漬下武志 「琉球をめぐる日本 ・南海の地波間交流史J:i直.r~.(f，Ji域Iilf'.i't(1). (2) 

I負球) I1 J統ー以前から低水刊紙JOIまでの疏iま・日本公im史放びfJ!tlま・Ivliftj~ど

i/.i史を. ;;1*シナ淘のl1l!ほl:a~主流の・r:;tとして.位向づけなおすためのたd的

W 研究 ・教flil;動 45 
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日正!と研究をiiい.それにl測する批!と史料w報をf草ihtすることをf1((.1とする

(1) 1996年度ωoh 11J (2) 1997年度600JiI'J 

宮高博史「地域性の形成における人口 ・環焼要因の作用J 恥~.'.fr{i域研究 (1)

ア '/7 において人11例市J1l!hX!~k.lÍ寸る*アジア ・ l村 7 ;/ i~ のj也hXf't形成を. 特

に点的アジアと比較することにより，その特徴をj巴仇Jーすること令11指 した。

1996年度210JjllJ

田中明彦 「政治テキストの内容分析シテムの告書築J Jよ鍛町lt八

政治テキス 内~t ~ 7. ~手， ク二分析曹るためO. " ，-$'・ソフ

トウふア~Conu.'m t¥nal、I.cr1の1ii11t。慨念の検索. 'Xi'i償訴， t成分分析.

7ラスター分析与とを，JJ能にするもの。

1996年皮270))1'1 1997 il:j(t 180 Jjド]

田中明彦「アジア ・太平洋諸国の対外政策形成 ・実行過程の研究上 J岬;{研究(A)

アジア .);:.判f.1iliiIの対外政汲のik:.t.実行i創立を分析Jるf十めのJ占総ft:tを

íiっている~ 97 iJ'l支 (1 ，作(!ilのtM!r~，~l'tを行うととらに. WI“1 iぷや実務家か

らのヒアリング ・ ブレーンストーミングを行い.問~点の!llllll につとめた。

1997年度850Jj川

鎌屋邦夫 「道教内丹学の形成と展開についての語集および図像論的研究J )占鍍

研究 (8)

rtfT1113Jなど時代1'1の， t っ ð りしている道~I勾}'tri*・}から JJt似を tllil l\ L. そ

れをJ，l;~ゐにして多くの文Ift.l:IIIIの関係を解明し内)'}の恥火とそのnnを町l らか

にする。それに1><lf後釧究を車11みのわせ，内外綜Iの形成とむ，>仕をlザlらかにする。

ゆ96年度 120万IIJ 1997 {j'11' 80 Jil'l 

加納啓良 「風土と物産から見た環ベンガル湾世界の社会経済史的研究J }/;鈴研

;だ(8)

1拘アシアから取アジアにまたがる rrJベンガル湾IltW ‘の近 ' .I!l代 ~ I 会終抗史

について r以上と物Jl7lI r I :J山市IJI.f[と I~~~程変化J 交i!!i・，!¥it!. ~倣のリンケー

ジjなとの l'辿を小心と寸るデータJiX.!/.!と比較研究に/Irした。

1997年度380))川



長淳書直J台 「西アジア ・データベース形成のための基礎研究上}主総研究 (B)

アラビア ・ベルシア ・トルコ必文献などを小心に州アジアにl刻する人文科ヴ:系

の研究資料のデータ ・ベースを術祭するために. J主総資料の~Wと 4喜朗!. 織械

人)Jに係る1主鍛f完備のためのJlli盤的研究をii'う。

1997年度490)JI[) 

高橋昭雄 「市場経済体制移行下のミャンマー農村の変容に関する社会後済的研究J

: d}j身;的研究

刈橋m寺がi羽fi したミゃンマーの限付 5 カトIの1I!{j}}]I)経済品~ff去をエクセルの

ワークシートに入)]してデータペース化した。これをj占に市場経済化のr11で村

と村人たちの社会'1'.訴がとのように変化しているのかについて研究を進めた。

1997 fr皮 140)j刊

鈴木隆泰 rStopPalace写本と Tokyo写本を用いたチベット典籍の史的系統潟

査」・奨励研究 (A)

SlOp Palace‘Tokyo liLiη4>:を対象に. 'R誌を比較校合することによって~llî Xの

1M史的 ・ 文献的阪総H~J:，.gし ， チベット火泌総の crilica l edition確定のための

J主総資料を作成する。

1997年度 180Jj円

事公弁 鍵「インド亜大陸における宗教 ・民族紛争の生成と回避のメカニズムの人

類学的研究 (第三次)J : [1<1際'下術研'先 (γ:術調俗)

典'1'/的な多民族 ・多ttsa活.tt!!hJ(であり， ;jz教が]にもλきな変災のみられるインド

'1巨大併ーの，過去の宗教 ・民族紛乍の'1，1&と["1避の'Ji例を分析すると制時に， 'F-

ITí，H~jの社会状況とあI比して，員数 ・ 仏:朕紛争に!均 'j・する社会袋i刈のlロl定に努め

る。

1996年度 710)WJ 

末成道男「周辺からみた中国の変動過程に関する人類学的研究上国際ヤ術研究

(ぐ，乍、

『中lドJI同吋火文:1明リ別]!はま， l~Î米周辺のよ化'lV誌を吸収し . 1'1らのE~氾l'!，)を形成してきた。rJl

1叫および周辺地妓での最近の経済成iえや朴会笈動か. これら.:>cit.ft会に品jしど

のような彫科をうえているかを観察し.IjJ稿文明の+;fiの品/)(1'.]な究明をめざす。

1996 {ド1支530)jflJ 

¥'D 研究 ・数行活動 47 



48 

関本照夫 「経済発展下の文化創造ー東衛アジア地主重工芸産貴重の現代的発展の総合

的研究J. (ailP.:U:桁t.JrJ.. . {仏:.(t 

*尚アシア 4カl斗(インド手シ7. ミャンマー， 91. ラとス)における捻 ・

紋その{也の地勾 |:J;F731の縫っかの{¥:}<的事例について.現状. ~::.史的1Y';~(. 

今後の允以のIIJ能1'1を.文化人Ul'‘λ 粁j湾γ-'た体i1.ニ:のHLf.14-fTわせて現地

，314 fl:。

1997 tloJ.u. 930 Ji(lJ 

中里成章 「南ア ジアにおける国民統合と政治 ・経済システムの形戚司変革の 90

年代からの再検討J1. .. ?;'!' {桁tJZ dt-体J必ずE

市ア :.17，;t'U.ょ事Uf没{喚問にあり.その激動の111でi崎氏川家形成郎J:己1)IJWδれ

た制度や{臼It!鋭が厳しくr:Ol ‘IÚ~ れているa み:;;ï，W研究はこうした現状を踏ま

えて，間アグアの政治 .tf.. i，汗 γ ステムの形成過仰を，1.検~，Jすることを 11 がjとす

る。

1996年瓜830jjp J 199711"見880)j川

総谷敏雄 「シリ 7~史遺跡調査J: 制際ヤ術研究(乍体í~'J(f) 

19ω・95~j;に ~;Ið~ _ ~. -，/リアのテル ・コ# ヲ・シャマリ遺跡で允M-Hrっ
た。 96!ドの誠氏のLU~の収f.wr立. A rベコCピルとr.づ11:;> itたウパイト期の

焼失し fこill物の允見である。この 今:から ，;l.. 100点以上完形の Lr.::が11¥1. L 

た。

1996年度670)j(l J 

宮..傍受 「東アジア (朝鮮・中国 ・日本)近世社会の比絞研究J ft4際ヴ:術研究

(JU日l研究)

十t倒~鮮.砂Ilt'iJUIの11111<1を近II!uふと比較することを11指して， [ふ .. I(司の

研究r.15f，の共I..J研究をirった。

1996年度1i0JiJII 1997年度80JiJII 

田中明彦 「日本機会演説データベースJ 研究成果公1:11促ill.'l~ 

11ぶの同会でiiüÜf 総1'11人 | lf. 外務大r~~. 大政大I ~ '.，粁iifII'; Ilhj Jj : L主frの泌t3t，

例会外でiiわれた総1'1')，1:'.の九4，:見の令文テキストをすーすベ，ス化L.インデー

ネソト上で公l泊すること。

1996年度288)jf'l. 1()()7 !"l't 288 }Jドl



漬下武志 f現代中国書データベース」 研究成~公開促進党

米作文化研究所が刊行した lIu;Uぐア::JUi'('.文化研究所現代中IJij .I~分矧li~止』を

41任縦糸。

1997 {1;1f)_ 380 JirJ 

後藤 明 「現代イスラーム世界の動態的研究ーイスラーム世界理解のための情報

システムの様築と情報の蓄積J研究班5rイスラームの歴史と文化J: !il]lぷ的

J占総研究i~

rl!t~と乍13と人王(îヤ.fíのJUciH'l'.tl..をwおして，りt活のけ1のイスラームJを研

究する aグループと， r際C，I!のI.IJのイスラームjを研究する bグループを組織

Lている。 1997年l立は， flllJJm1i:見の"fJ とした。

1997 W!良1，000Jjl'J 

「南アジア世界の織造変動とネ・ノトワーク ー多元的共生社会の発展モデルを求め

てJ領域代表長崎暢子 :特定傾城研究 (A): *洋文化研究所樹アジ 7 ，~is門

が'Jif-草川をtll勺

市アジアに現イ工作iじている備k1変動を， ，i ~Idli と lfi場，同氏[1~家システム，環J指，

JL活IjtW， ジ孟ンダーの観点から， i1{lr'iが}なネットワ ークのtl-1で締法I的に分析

し多元的jνtH会の光磁モテソレの可能性を絞る。

1998 {I"~ 2.875 JjllJ 

中塁成章 f湾アジアの経済発展における計画と市場J:特定傾級研究 (A): J十i曲j

研究

1991 {ドにインド政附が経済1111，化政策に踏み切って以米， Iおアジアでは大き

な経済変動が起きている。_，j'，;[i1fljは政府による.Hlwi=公的介入とi'l，11なdi場料

済の関係を納に燃えて， この変革I}の製版にあるt花道的姿[""を分析する。

1998 1r:J.[ 870 )j円

柳津 悠 「南アジアにおける環後変動と開発J:特定側成研究 (A) :.il-u吊i研究

l対アジアにおける鼠続変動とI}日発の関係を， 42EE'LFEとそれに密妓に!対.i!liする

牧合.人[，変動や衛生，部dj~可I.l:lì者境，住民l'1!~Jなとに焦点をあてて，村内~Jさ

I，ij!也の変化などl災村社会の殿史的変動の悦点を踏まえつつ分析する。

1 9981p~ 870 Jj円
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永ノ尾{言儀「ヒンドュー儀礼の伝承と現状J: .:f.'f:.ié~J~域研究 (A) :公必研究

ヒンドュ ー教儀礼に|刻するヒンドュー儀礼文献の記述を分析し，またインドの

イスラーム;if教文献なとにおけるヒンドュ ー儀礼への.i&を収!l.分析し 1対

アジアにおけるヒントュー教とイスラーム教の関係を明らかにすることをめざ

す。

1998 'o1;J文120)jf'l 

4， その他の紙'f~による研究 ・ 8制作

末成道男 f台湾原住民研究上脈経台湾以{主I心事物館 林沼翁文教j正念会

研究会)f式で，日本における既往の台前以位以研究を絞PP:すると Jt，ふ現地，;J，~

伐を行い，その公開をi凶じてlよい必味での現地，i.g;己をはかつている。

1996年度 1，000)irrl 1997年度 1，000)j円

防本照夫「経済発展と文化創造一東南アジア地織工芸獲量産の総合的 ・国際共同研

究J:トヨ 7附，j1

J;lü+iアジ 74 カ l i~ (インドネシア， ミヤンマ一. タイ， ラオス)におlけfる努泌主 .

織その他のi地臨n幼JJ仁:i之:
今後のプ允v巌反の口吋11能!彪E肘f怜主を.文化人rzt-y:.経済"i:，美術r:芸の視点を合わせて現地

e制作。

1996年度214JjPl 1997年度416)jfIJ 

ヨ雪下武志 「香港返還 ・1997年J: 'r~IIII"~1刷、月

み研究(:!， i'í=泌，中11<1のみならず. 京市アジアUtrl~を悦野に入れて. 返還を跨

ぐi'i=港の政治 ・経済 ・託会の変化と.i!I!絞を， (1)住民のi政治ぷ，lll， (2)絞泌総

境， (3)社会.F'J.I'tlの3つの分野で検.Nする。

1997 'of:llI 109 h IY 

吉開将人 「へーガ-s式銅鼓に関する国際共同調査と分析研究J: ，鹿J斗l訪問

' 1111~人民共和I[lqの広州H鉄n治1'(tJJ物航との聞で准めている。へーガ一日 式銅

妓に関する共InJ凋Ct・研究 ・報??フロジ£クト。

1996'0ドJQ130 h flJ 



F 困際 ・|週内学術交流

1， 交流協定

タイ 11~ ・ カセサート大学経済総武中郎との学術交流協定

1995 "1' 3 月に，吋研究所lまタイ国カセサート大学経済総.:~rf:斜iとの IHlで，乍

術~流協定を軌んだ。過去 20'oft'Jf.lt.、111研究所の京市アジア終済研究tfはタイ

|叫で経済 ・段付胡fi研究を主権する lι際してカセサー卜六学l♀協}Jをしてもらっ

てきた。また.カセサート大"'?の研究tiか[I _.j，:なと ~.l"í' シアの研究をするに際し

てお'i研究所は彼等を外側人研究ffとして・受け入れてきた。こういう終験を前提と

して.学術うどおft協定をが;んた。

5ヵtl'をJtlll桜として.、''1研究所のタイ研究とカセサート大γ:の日本研究とを促

巡;させる 11約で，研究nのfl.1'L交流を，'，心として協定を巡託している。さらに，

以初の 5 ヵ年の成~をふまえて交流idAKifの記3訴を行うこともJlïilíj している。

高:港大乍アジア研究センターとのヤ術交流協定

Aみ本旨1:研ヲ究ピ}所子折7がう炎どb流fi拠J点!弐1のf役交;浄澗m判l陪を5呆良しι.~必i友[j以iλ1メ大〈学のt拍術h“j外学術の研f究拠.r!以J

E球話として. 1995年 10JJ本研究所は許港大?:ア Jア研究センずーとのIUlに交流協

定を結び，共同研究を開始した。協定のl付手~(孟. ( 1) ):~lriJ研究の縦i並， (2)研究

(1'の交流. (3)資料 ・研究t.'I報のうど像の宅助からはる。

(1)アジア研究ネ γ トワークの形成，(2)アジア研究悩椴センター設、工プロジふ

ク卜. (3) EI<江デル久瀬rW.?H径の社会変化の比絞研究， (4) qJ凶の経済発展

と合j臣家.(5)件港社会史. (6) 丹治の泌JF司~JJ.立と政治ぷぷの変化などがあり.

それそれに.資料調炎，現地研究. I剖際ワークショ γプなどが進められている。

IIIIJ<I・彼 IJ.大学との学術交流協定

-*京大ツ:と1uII.}ぐ学とのl1flにおける'学術交流協定(;1. 1991 {Iミ10月に結ばれた。

この協定の，liJj川は，点以大学では，これまで何学部がj'11、'1miAJであったが，1996 

Sloに!疋新JUj限となり.その後*作文化IiJf究所か11!、"1することとなった。交mtの内

河研究 ・教11活動 ;1 
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7ヰ!主l品j佼1mにおける (1)政Yf.研究r..院生.勺1:生の交lik.(2) JU"I研究の，n
剛と:k施. (3)政経と七ミナーの災能.Wヴ:術的純1&び常徳1刊行物の交燃えJと

である

点作文化研究併で11.すでに.例今のJt!"jフロヅ&クトでllJ11人ヤと研究交流

をill:めてきたが.今後. ).、'下r:a~mt1:-担1勺するに際し， より多f(J(ドj・総1'i((.Jなうと

械を進めていきたL、。

シンカポ ール[q¥'r_大"{:f1.会γ' ，'Ij~

199i年4} Jに.シンガ予ールl叫す大'計t会ザ::ffl)と:>11 WHaの常総1交流協定を

特に.この協;定11. I号沿k."lγJア研究センデーの協定と 11I1f，~に.勺研究明の

長期，111叫研究 rr.1ベンカ1-Jレif'L 令~M終的に行っていくために. JI. i~'に IT!'}.l!な役，;11

1:-*すものとして{立問づけられている。 ト.としてインドI"ytル以内アジアとの関

.i!l!に焦点をあて . 車王抗.~治1(11でのうどifitだけで、なく，!ぷ泣! ・ よ化の州 Ii.I!.即刻につ

いての研究を込めている



2.外l"IIls長 (1996・97年度〉

研究所スタ γ7の外側1]¥訟の1'1数は， 1996年度 761'1・， 1997 {I'度 861'1ーであっ

た。|対別 ・JUlIHJ別の放'子は以ドのi垣りである。

かJI以|て

11<1 f. I人数

イギリス 16人

インド 6人
ー一一一叶ー一一-

rjJ 'W人民Jtflll吋 4人

l五|名

大和'fJ.k1叫

."依人以共和|同

i'f泌

ゾリ 7 2人 シンガホール

r<キスタン
+ 

ベトナム

イエメン

2}、インドネゾ 7

1人台湾

1人 ベトナム

1人 イギリス

i人 11オーストラりア

i人 11 フランス

イラン

インドネ γ7

エチオヒア

オマーン
+ 

ケニア l人 11エシプト

ンレ』

イ

ツ

コ

リ

イ

ル

ィ

タ

ド

ト

フ

人

一
人

人

人

↓l
L
↓
 マ

ツ

コ

滋

ン

イ

ル

ャ

ド

ト

丹

、

、

、

4 かJ1 ~i拘

人数 l吋名

.回
22人イ ラ ン

22人

18人カ ナ タ
ーーーー+

14人モロ yコ
ι 

14人ラ オ ス

12人、イン ド

2人

人

人

人

人

一一←
5人スウェーデン 、、

、、
、
、
:
、
、

‘、
、
、
、
、

t

J

e

/

』

j

a

f

s

J

a

/

t

/

ーーーーーー+ーーーーーー

5人スベイン

4人バングラデシュ
ーーー岨園圃ゐ-園園圃凪

4人 マ カ オ

3人ロシア迎刻i
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